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１．適用範囲

本書は、２３００形 オートリレーテスタ ＡＳＴ－２０００（以下２３００形と称す）

の仕様及び取扱説明について適用します。

２．概 要

最近の傾向として継電器の複雑化に伴い、試験方法の煩雑化が進み、試験器を扱う技術が要求

されます。また､継電器の型名により、試験管理点が異なり継電器のマニュアルなしでは、試

験出来ないのが現状で、試験終了後のデータ作成が､試験以上に時間を費やす要因でした。

そこで、継電器メーカであるオムロン㈱と、試験器メーカである㈱ムサシ電機計器Ｓ／Ｓの共

同開発により次世代を目指す継電器試験器の開発を行い、試験方法の改革を推進します。

主な特長としては、① 電圧調整器やトランスなどを大幅に電子回路に置き換えたことにより

小型化が図れ、現場の持ち込みが容易になりました。

アドバンスト（ＡＤＲ）継電器の試験が、２３００形で可能となりま②

した。（従来の継電器もマニュアル操作で試験可能）

③ 定電流・定電圧回路を採用することにより、負荷インピーダンスに関

係なくスムーズに電流・電圧設定が行えます。

④ 試験をスタートすると、試験手順に従い継電器の動作電流試験、動作

時間試験を自動で行います。

⑤ 試験終了後、継電器の良否を自動で判別し、試験成績表を作成します。

（ＡＵＴＯ試験時）

⑥ アドバンスト（ＡＤＲ）継電器を２３００形で試験すると、継電器の

動作時間とＣＢを含めた動作時間が同時に計測出来ます。

などが上げられます。

３．仕 様

3.1 使用電源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ

最大消費電力 約８００ＶＡ

3.2 定電圧出力

3.2.1 定格電圧 ＡＣ ０～１０００Ｖ

3.2.2 出力設定範囲 ＡＣ ０～１００／２５０／１０００Ｖ／２００ｍＡ

3.2.3 定格容量 ＡＣ １００／２５０Ｖ ・・・４０ＶＡ［最大２５０／１．５ＫΩ］

ＡＣ １０００Ｖ ・・・２０ＶＡ［最大５０ＫΩ］

ＡＣ ２００ｍＡ ・・・０．２ＶＡ［最大５Ω］

3.2.4 設定分解能 ＡＣ １００Ｖレンジ （０．１Ｖステップ）

ＡＣ ２５０Ｖレンジ （１Ｖステップ）

ＡＣ １０００Ｖレンジ （１Ｖステップ）

ＡＣ ２００ｍＡレンジ （０．２ｍＡステップ）
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3.2.5 周波数 ５０／６０Ｈｚ（ＰＬＬ(Phase-Looked Loop)方式による）

3.2.6 時間定格 ３０分

3.2.7 電圧安定度 各定格レンジ（１／１０から定格電圧の範囲）の±１％以下

3.2.8 温度安定度 各定格レンジ（１／１０から定格電圧の範囲）の±１．５％以下

温度範囲０℃～４０℃

3.2.9 電圧出力歪率 ２％以下（抵抗負荷にて）

3.2.10内部保護 定電流垂下特性及び温度保護

電圧アンプの放熱器温度６０℃±５℃以上で出力遮断（自動復帰）

3.2.11応答時間 ０→設定値×８０％ ４０ｍｓｅｃ以下

3.2.12スイープ時間 １０［ステップ／秒］

例 １０００Ｖレンジにて ０→１０００Ｖにて １００秒間

3.3 定電流出力

3.3.1 定格電流 ＡＣ ０～１０Ａ

3.3.2 出力設定範囲 ＡＣ ０～０．１Ａ／１Ａ／１０Ａ

3.3.3 定格容量 ＡＣ ０．１Ａ ・・・２ ＶＡ［最大２０Ω以下］

ＡＣ １Ａ ・・・２ ＶＡ［最大２Ω以下］

ＡＣ １０Ａ ・・・２０ＶＡ［最大０．２Ω以下］

3.3.4 設定分解能 ＡＣ ０．１Ａレンジ ・・・（０．１ｍＡステップ）

ＡＣ １Ａ レンジ ・・・（ １ｍＡステップ）

ＡＣ １０Ａレンジ ・・・（１０ｍＡステップ）

3.3.5 周波数 ５０／６０Ｈｚ（ＰＬＬ(Phase-Looked Roop)方式による）

3.3.6 時間定格 ＡＣ０．１Ａ／１Ａレンジ・・・１０分

ＡＣ１０Ａレンジ ・・・３０秒

3.3.7 電流安定度 各定格レンジ（１／１０から定格電圧の範囲）の±１％以下

3.3.8 温度安定度 各定格レンジ（１／１０から定格電圧の範囲）の±１．５％以下

温度範囲０℃～４０℃

3.3.9 電流出力歪率 ２％以下（抵抗負荷にて）

3.3.10内部保護 温度保護（半導体温度６０℃±５℃以上）で出力遮断（自動復帰）

3.3.11応答時間 ０→設定値×８０％ ４０ｍｓｅｃ以下

3.3.12スイープ時間 １０ ［ステップ／秒］

例 １０Ａレンジにて ０～１０Ａにて １００秒間

3.4移相器可変部

3.4.1 移相可変範囲 ＬＥＡＤ（進み）１８０゜～０゜～１８０゜ＬＡＧ（遅れ）

3.4.2 移相設定分解能 ０．１度ステップ

3.4.3 周波数の影響 設定値の±３度以下

3.4.4 応答性 ３００ｍｓｅｃ以下

3.4.5スイープ時間 ５０［ステップ／秒］ ５［度／秒］ ０～１８０度 ３６秒間
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3.5 表示部

3.5.1 ディスプレイ

(1)構 成 ドットマトリックス 液晶表示モジュール

バックライト付き（ＬＥＤ方式）

(2)表示桁 ４０桁・４行

(3)表示文字寸法 横 ２．８ｍｍ×縦 ４．９ｍｍ （５×７ドット）

(4)輝度調整 パネル面のコントラスト（ボリューム）にて調整

3.5.2 電圧計測部

(1)測定方式 実効値計測（ＲＭＳ変換後、Ｖ／Ｆ変換）

(2)測定レンジ １００／２５０／１０００Ｖ

(3)測定精度 各定格レンジの±１％±１ｄｉｇｉｔ以内

3.5.3 電流計測部

(1)測定方式 実効値計測（ＲＭＳ変換後、Ｖ／Ｆ変換）

(2)測定レンジ ０．１／１／１０Ａ

(3)測定精度 各定格レンジの±１％±１ｄｉｇｉｔ以内

3.5.4 位相計測部

(1)表示 ４桁表示 最大［１９２０］

(2)測定範囲 ＬＥＡＤ（進み）＋１８０゜～０゜～－１８０゜ＬＡＧ（遅れ）

(3)分解能 ０．１度

(4)測定確度 指示値に対して±３度±１ｄｉｇｉｔ以下

3.5.5 時限計測部

(1)表示 ６桁表示 最大［９９９．９９９］

(2)測定範囲 時間測定 ：９９９．９９９ｓｅｃ

(3)分解能 １ｍｓｅｃ

(4)測定確度 表示値（ｒｄｇ）の±１０ｍｓｅｃ±１ｄｉｇｉｔ

(5)接点入力 ａ接点・ｂ接点自動検出（無電圧・有電圧）

(6)内部保護 過電圧保護

3.5.6 バックアップ機能

(1)バックアップ時間 電源遮断後１分間ディスプレイに表示

3.6 プリンター部

3.6.1 印字方式 感熱シリアルドット方式

3.6.2 印字桁数 ４０桁（９×７ﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｯｸｽ）

3.6.3 有効印字幅 ８９．６ｍｍ

3.6.4 印字速度 ３７．５ｃｐｓ

3.7 補助電源

3.7.1 定格 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５Ａ（入力電源と同じ）
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3.8 耐電圧 ＡＣ１０００Ｖ １分間（入出力端子－ケース間）

3.9 絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖメガー １０ＭΩ以上（入出力端子－ケース間）

3.10 付属品一覧

3.10.1 電源コード 0.75mm 約３ｍ １本２

3.10.2 トリップコード（２０φ） 0.75mm 約５ｍ １本２

3.10.3 ＲＳ２３２Ｃコード 約３ｍ １本

3.10.4 電圧出力コード（２５φ） 0.75mm 約５ｍ １本２

3.10.5 電流出力コード（２５φ） 2.00mm 約５ｍ １本２

3.10.6 補助電源コード（２０φ） 0.75mm 約５ｍ １本２

3.10.7 接地コード 緑 0.75mm 約３ｍ １本２

3.10.8 記録紙（感熱紙幅 １１２ｍｍ×２５ｍ） ３巻

3.10.9 仕様及び取扱説明書（合格証込み） １部

3.10.10 保証書 １部
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3.11 外形寸法・質量

注意：①を押すことにより、取っ手の角度が変わります。

3.11.1 外形寸法 ◎突起物含まず

４５８±５（Ｗ）×２５５±５（Ｄ）×３８７±５（Ｈ）ｍｍ

◎突起物含む（取っ手を含む）

５１６±５（Ｗ）×３２７±５（Ｄ）×５０５±５（Ｈ）ｍｍ

◎突起物含む（取っ手を含まず）

４５８±５（Ｗ）×２７０±５（Ｄ）×４０４±５（Ｈ）ｍｍ

3.11.2 質 量 ２２ｋｇ±１ｋｇ （本体質量）

３ｋｇ±０．５ｋｇ（付属品質量）

3.12 使用環境

3.12.1 温 度 ０～４０℃

3.12.2 湿 度 １０～８５％ＲＨ（但し結露しないこと。）

3.12.3 場 所 屋内（水漏れのないこと、可燃性、腐食性ガスのないこと。）
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４．各部の名称と動作

4.1 各部の名称と動作

①ＰＯＷＥＲコネクタ 電源コードを接続し、２３００形にＡＣ１００±１０Ｖ（５０／

(AC100V IN) ６０Ｈｚ）を供給します。（定格容量は、約８００ＶＡです。）

②ＰＯＷＥＲスイッチ ＰＯＷＥＲコネクタに供給された電源を、本体内部に供給するスイッチ

です。

③接地端子 ２３００形の筺体を接地する時に、接地コードを接続し、接地

します。

④極性確認ランプ 電源の極性が正しくとれたことを示すランプ（検電器）です。

(PL1)

⑤補助電源コネクタ 補助電源を必要とする継電器を試験する時に使用します。

(AUX POWER) （電源電圧と同じ）

⑥補助電源スイッチ 補助電源コネクタよりＡＣ１００±１０Ｖ（５０／６０Ｈｚ）を出力

するスイッチです。

注意：ＰＯＷＥＲコネクタ入力電圧と同じです。

⑦ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ２３２Ｃコードを接続し、継電器（オムロン製ＡＤＲ継電器）の

コネクタ 整定情報を２３００形に取り込みます。
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⑧ＴＲＩＰコネクタ トリップコードを接続し、継電器の接点動作を２３００形に取り込む

(ﾄﾘｯﾌﾟ) コネクタです。

⑨定電流出力コネクタ 電流出力コードを接続し、試験物に電流を流します。

(CURRENT)

⑩周波数切換え 定電流・電圧出力の周波数（５０／６０Ｈｚ）を切換えるスイッチです。

スイッチ 注意：電源の周波数に関係なく周波数を切換えることができます。

⑪定電圧出力コネクタ 電圧出力コードを接続し、試験物に電圧を印加します。

(VOLTAGE)

⑫ＣＯＮＴＲＡＳＴ 右に回せば表示が濃くなり、左に回せば薄くなります。ディスプレイが

(ｺﾝﾄﾗｽﾄ) 見やすくなる様に濃度を調整します。

⑬プリンターカバー プリンターを保護します。また、記録紙の交換を行う場合に、開閉ツマ

ミを引き上げ、記録紙の交換を行います。

⑭記録紙吐き出し口 記録紙を吐き出します。

⑮ディスプレイ 設定情報・試験状態を表示します。

⑯［ＦＥＥＤキー］ プリンタの紙送りをする時に使用します。

(ﾌｨｰﾄﾞｷｰ)

⑰［ＢＡＣＫキー］ ディスプレイに表示される【画面】を１画面前に戻す時に使用します。

(ﾊﾞｯｸｷｰ)

⑱［ＳＫＩＰキー］ ディスプレイに表示される【画面】を１画面先送りする時に使用します。

(ｽｷｯﾌﾟｷｰ)

⑲［ 移動キー］ ディスプレイに表示される矢印及びカーソルブリンクを移動します。

⑳ロータリー ディスプレイの表示内容に従い、継電器の設定値を入力する時に使用し

エンコーダ ます。

［ＳＴＯＰキー］ 試験を中断するスイッチです。・

(ｽﾄｯﾌﾟｷｰ) 注意：ＡＵＴＯ試験時は、【初期画面】に戻ります。

［ＳＴＡＲＴキー］ 試験を開始させるスイッチです。・

(ｽﾀｰﾄｷｰ)

［ＳＥＴキー］ ディスプレイの表示内容でよければ、この［ＳＥＴキー］を押すことに・

(ｾｯﾄｷｰ) より次の操作に移行します。

接点確認用ランプ 試験中、継電器の接点が変化した時、接点確認用ランプが点灯し、継電・

(TRIP) 器が動作したことが確認出来ます。

レンジ確認ランプ 電圧及び電流出力しているレンジを表すランプです。・

(V-OUT/I-OUT) Ｖ－ＯＵＴ 100V･･･緑色 250V･･･橙色 1000V･･･赤色

Ｉ－ＯＵＴ 0.1A･･･緑色 1A･･･橙色 10A･･･赤色
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4.2 記録紙の交換

(1) プリンターカバーにある開閉ツマミを引張り、カバーを開けます。

(2) 記録紙の先端を山形にカットし、記録紙貫通棒を通します。

(3) 記録紙の先端を記録紙差し込み口に軽く押し込みます。

(4) 記録紙先端がプリンターヘッドより５～１０ｃｍ出るまで、［ＦＥＥＤキー］を押し続け、

記録紙を引き出します。

(5) 記録紙の先端を記録紙吐き出し口の裏側から通します。

(6) 記録紙をホルダーに押し込むようにセットします。

(7) プリンターカバーを閉じて終了です。

【記録紙の装着例】

誤った装着 正しい装着× ○

記録紙貫通棒

記録紙

開閉ツマミ

プリンターカバー

ホルダー

（3）記録紙差込み口

（4）プリンターヘッド

（1）

（5）記録紙吐き出し口

（2）

黒いプレートの下を
通してください

（6）

ホルダー

記録紙

開閉ツマミ

記録紙差込み口
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５．内部回路の説明

(1)サイン波形発生回路

基準クロックに基づいて、サイン（正弦）波形を出力させると共に周波数切換えスイッチ

（５０／６０Ｈｚ）に応じた電圧・電流出力をします。

(2)位相計回路

電圧（電流）出力要素と電流出力要素を位相計回路に入力し、電圧に対する電流の位相差

を表示器（ディスプレイ）に表示します。

(3)移相器

電圧要素に対する電流要素の位相を０．１度単位に進み１８０度から遅れ１８０度まで、

ある一定の間隔で（１秒間に５度）可変します。

(4)定電流回路

電流トランスの２次側のＣＴ（変流器）の出力をフィードバック量とし、基準電圧と比較

し、定電流出力になるための信号をアンプ回路に与えます。

(5)定電圧回路

電圧トランスの２次側のＰＴ（変圧器）の出力をフィードバック量とし、基準電圧と比較

し、定電圧出力になるための信号をアンプ回路に与えます。

AC/DC変換回路

AC/DC変換回路

ＣＰＵ

表示器 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

ｻｲﾝ波形
発生回路

移相器

電流ｱﾝﾌﾟ回路

定電流回路

電圧ｱﾝﾌﾟ回路

定電圧回路

（５）

（４）

（３）（１）

接点検出回路

位相計回路

電流ｾﾝｻ

電圧ｾﾝｻ

（２）

+180～-180

1 2 1 2 1 3 4 5 4 5

POWER
AUX

POWER RS232C TRIP CURRENT VOLTAGE
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６．試験の種類

6.1 ＡＵＴＯ試験 ：デジタル形地絡方向保護継電器（Ｋ２ＧＳ－Ｈ形［ＺＰＣ］／Ｋ２ＧＦ

－Ｈ［ＧＰＴ］）・デジタル形電圧継電器（Ｋ２ＶＵ－Ｈ［ＵＶＲ］／

Ｋ２ＶＡ－Ｈ［ＯＶＲ］）の４種類の継電器の自動試験が出来ます。

6.2 ＡＵＴＯ試験 ：地絡方向継電器をＪＩＳ Ｃ-４６０１に準拠し、試験を行います。

(JIS ) ＪＩＳ準拠試験では、各電流設定タップ値について試験をします。準拠

6.3 ＭＡＮＵＡＬ試験：一般の地絡方向保護継電器（ＺＰＣ・ＧＰＴ）・電圧継電器（ＵＶＲ

／ＯＶＲ）及び高圧地絡継電器に対応します。

6.4 試験一覧

JIS MANUAL準拠

試験 試験 試験継電器名称 継電器の種類 型名 AUTO AUTO

地絡方向 接地コンデンサ Ｋ２ＧＳ－Ｈ ○ ○ ○

ＤＧＲ 〃 上記以外の継電器 － － ○

ＧＰＴ Ｋ２ＧＰ－Ｈ ○ ○ ○

〃 上記以外の継電器 － － ○

電流：電流 泰和電気製 － － ○

高圧地絡 すべての高圧地絡 － － ○

ＧＲ 継電器

電圧継電器 過電圧 ＯＶＲ Ｋ２ＶＡ－Ｈ ○ － ○

UVR/OVR 〃 上記以外の継電器 － － ○

不足電圧 ＵＶＲ Ｋ２ＶＵ－Ｈ ○ － ○

〃 上記以外の継電器 － － ○

７．用語の意味

7.1用語の定義

7.1.1 データをシリアル転送するインターフェースです。通常伝送距離は、ＲＳ２３２Ｃ

１５ｍ以内です。

7.1.2 フェーズ・ロック・ループと呼ばれ、発振器出力と入力信号の位相ＰＬＬ

差が一定になるようにフィードバック制御をする発振器です。

7.1.3 基板成分以外の実効値波形歪率

波形歪率＝ ×１００％

基本成分の実効値

7.1.4 人間の意思どおりにデータ入力しやすくする為の手段としての手動操ﾛｰﾀﾘ-ｴﾝｺｰﾀﾞ

作入力用パルスジェネレータ（回転角をパルス変換）です。
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用語の説明

7.1.5 抵抗に直流電流を流した時の発熱量と交流電流を流した時の発熱量は実効値(RMS)

等しい。

１周期の瞬時値の２乗の面積
実効値 ＝

１周期

7.1.6 ある一定間隔で電圧・電流・移相量を上昇下降させる事です。スイープ

7.2試験の定義

地絡方向継電器 ＪＩＳ Ｃ ４６０９（高圧受電用地絡方向継電装置）7.2.1

(1) 継電器の整定電圧を最小とし、整定電圧値の１５０％を印加し、動動作電流値試験

差位相の電流を除々に流し継電器が動作する電流を測定します。

すべての整定電流値について試験します。

(2) 継電器の整定電流値を最小とし、整定電流値の１５０％の電流を流動作電圧値試験

し、動作位相の電圧を除々に印加し、継電器が動作した時の電圧を

測定します。

(3) 継電器の整定電流値及び整定電圧値を最小とし、整定電圧値の１５位相特性試験

０％の電圧を印加し、整定電流値の１０００％の電流を流し不動作

領域から動作領域に位相を可変し継電器が動作する位相角を測定し

ます。

(4) 継電器の整定電流値及び整定電圧値を最小とし、整定電圧値の１５動作時間試験

０％の電圧、動作位相の整定電流値の１３０％の電流を急激に通電

し継電器が動作する時間を測定します。

(5) 継電器の整定電流値及び整定電圧値を最小とし、整定電圧値の１５慣性特性試験

０％の電圧、動作位相の整定電流値の１３０％の電流を急激に０．

０５秒間通電し、動作しないことを確認します。

地絡方向継電器 泰和電気工業製 ＳＨＧタイプ （電流：電流）7.2.2

(1) 継電器の電圧・電流変換した電流７２ｍＡ×１５０％の電流を通電動作電流値試験

し、動作位相の電流を除々に流し継電器が動作する電流を測定しま

す。

(2) 継電器の電圧・電流変換した電流７２ｍＡ×１５０％の電流を通電位相特性試験

し、整定電流値×１０００％の電流を通電し、不動作領域から動作

領域に位相を可変し継電器が動作する位相角を測定します。

(3) 継電器の電圧・電流変換した電流７２ｍＡ×１５０％の電流を通電動作時間試験

し、整定電流値×１３０％の電流を急激に通電し、継電器が動作す

る時間を測定します。
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用語の説明

高圧地絡継電器 ＪＩＳ Ｃ ４６０１（高圧地絡継電装置）7.2.3

(1) 零相変流器の任意の１線に電流を除々に通電し、継電器が動作する動作電流値試験

電流を測定します。

(2) 零相変流器の任意の１線に整定電流値の４００％の電流を０．０５慣性特性試験

秒間急激に通電し、継電器が動作しないことを確認します。

(3) 零相変流器の任意の１線に整定電流値の１３０％及び４００％の電動作時間試験

流を急激に通電し、継電器が動作する時間を測定します。

過電圧継電器 ＪＥＣ １７４Ｂ（電圧継電器）7.2.4

(1) 整定電圧値の９０％の電圧から除々に電圧を加えて継電器が動作す動作電圧値試験

る電圧を測定します。

(2) 零から整定値の１２０％の電圧を急激に加え継電器が動作する時間動作時間試験

を測定します。

不足電圧継電器 ＪＥＣ １７４Ｂ（電圧継電器）7.2.5

(1) 整定電圧値の１１０％の電圧から除々に電圧を降下させて継電器が動作電圧値試験

動作する電圧を測定します。

(2) 定格電圧から整定電圧値の９０％に急激に降下させて継電器が動作動作時間試験

する時間を測定します。

８．地絡方向継電器試験方法

8.1ＡＵＴＯ（ＪＩＳ準拠）試験の流れ

対応継電器 地絡方向継電器 Ｋ２ＧＳ－Ｈ

電流整定（Ａ）－０．１ 動作時間整定（ｓ）－０．１

電圧整定（％）－２．０

上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

8.1.1 ＲＳ２３２Ｃ通信

［ 移動キー］により“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”設定後、［ＳＥＴキー］を押すと、ＲＳ２３

２Ｃにより、２３００形と継電器の通信を開始します。継電器の整定値、規格値

のデータを２３００形に読み込み試験の準備を行います。
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地絡方向継電器試験方法

Ａ：動作電流値試験8.1.2

(1)［ 移動キー］により“ＪＩＳ シ゛ュンキョ シケン”設定後、［ＳＴＡＲＴキー］

を押します。

(2) ２３００形は、電流整定値の８０％の電流と電圧整定値の１５０％の電圧を出力します。

（この時、位相差は０度です。）

例：電圧整定が２．０（％）の場合は、１１４（Ｖ）を出力します。

電流整定が０．１（Ａ）の場合は、０．０８（Ａ）より出力を開始します。

その後、０．０１Ａ／ｓｅｃ（１秒間に０．０１Ａ）単位で徐々に電流を自動で増加

します。

(3) 継電器の電流ＬＥＤが点灯すると同時に継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信により

２３００形内部に入力されます。２３００形は、動作信号入力後、試験電流の増加を停

止し、約２００ｍｓｅｃ間、動作信号を入力した時点での電流を保持し、動作信号を入

力してから１００ｍｓｅｃ後、試験電流値を読みとり記憶します。

(4) 継電器より動作信号が入力してから約２００ｍｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間電流

・電圧出力を停止します。

(5) 電流整定値変更メッセージが表示します。表示内容に従い、継電器の電流整定値を変更

0.2/0.4/0.6/0.8/1.0［A］し(2)～(5)までの操作を繰り返します。

(6) 電流整定値変更メッセージを表示し、継電器の電流整定を”０．１Ａ”に変更後、［Ｓ

ＥＴキー］を押します。

Ｂ：動作電圧値試験8.1.3

(1) ２３００形は、電流整定値の１５０％の電流と電圧整定値の７０％の電圧を出力します。

（この時、位相差は０度です。）

例：電流整定が０．１（Ａ）の場合は、０．１５（Ａ）を出力します。

電圧整定が２．０（％）の場合は、５３（Ｖ）より電圧出力を開始します。

その後、１Ｖ／ｓｅｃ（１秒間に１Ｖ）単位で徐々に電圧を自動で増加します。

(2) 継電器の電圧ＬＥＤが点灯すると同時に継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信により

２３００形内部に入力されます。２３００形は、動作信号入力後、試験電圧の増加を停

止し、約２００ｍｓｅｃ間、動作信号を入力した時点での電圧を保持し、動作信号を入

力してから１００ｍｓｅｃ後、試験電圧値を読みとり記憶します。

(3) 継電器より動作信号が入力してから約２００ｍｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間電流

・電圧出力を停止します。

Ｃ：位相特性試験8.1.4

(1) ２３００形は、電流整定値の１０００％の電流と電圧整定値の１５０％の電圧を出力し

ます。（この時位相差は、１８０度です。不動作領域となります。）

例：電流整定が０．１（Ａ）の場合は、１（Ａ）を出力します。

電圧整定が２．０（％）の場合は、１１４（Ｖ）を出力します。

その後、５度／ｓｅｃ（１秒間に５度）単位で徐々に移相量を自動で変化します。
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地絡方向継電器試験方法

(2) 継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信により２３００形内部に入力されます。

２３００形は、動作信号入力後、移相量の変化を停止し、約１．２ｓｅｃ間、動作

信号を入力した時点での電圧・電流・移相量を保持し、動作信号を入力してから９

００ｍｓｅｃ後、位相計指示を読みとり記憶します。

(3) 継電器より動作信号が入力してから約１．２ｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間電

流・電圧出力を停止します。（進み位相角の測定を終了します。）

(4) ２３００形は、電流整定値の１０００％の電流と電圧整定の１５０％の電圧を出力

します。（この時位相差は、－１２０度です。不動作領域となります。）

(5) 継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信により２３００形内部に入力されます。

２３００形は、動作信号入力後、移相量の変化を停止し、約１．２ｓｅｃ間、動

作信号を入力した時点での電圧・電流・移相量を保持し、動作信号を入力してか

ら９００ｍｓｅｃ後、位相計指示を読みとり記憶します。

(6) 継電器より動作信号が入力してから約１．２ｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間

電流・電圧出力を停止します。（遅れ位相角の測定を終了します。）

Ｄ：慣性試験8.1.5

(1) ２３００形は、電流整定値の４００％の電流と電圧整定値の１５０％の電圧を出

力します。（この時、位相差は０度です。）

例：電流整定が０．１（Ａ）の場合は、０．４（Ａ）を出力します。

電圧整定が２．０（％）の場合は、１１４（Ｖ）を出力します。

(2) ２３００形は、５０ｍｓｅｃ間、電圧・電流出力し、継電器の接点が動作しない

ことを確認します。

(3) ２３００形は、約１秒間電流・電圧出力を停止します。

Ｅ：動作時間試験8.1.6

(1) ２３００形は、電流整定値の１３０％の電流と電圧整定値の１５０％の電圧を出

力します。（この時、位相差は０度です。）

例：電流整定が０．１（Ａ）の場合は、０．１３（Ａ）を出力します。

電圧整定が２．０（％）の場合は、１１４（Ｖ）を出力します。

(2) 継電器の接点が動作した時、２３００形は、時間計測を停止し、動作時間試験デ

ータを記憶します。

(3) ２３００形は、約１秒間電流・電圧出力を停止します。

判定8.1.7

(1) ２３００形は、8.1.2 項～8.1.6 項の試験結果と継電器の許容差を比較・判定を

行います。更に“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押す事により、印字を開

始します。
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地絡方向継電器試験方法（ＡＵＴＯ試験）

8.1.8 ＡＵＴＯ試験のタイムチャート
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8.2 ＡＵＴＯ（ＪＩＳ準拠）試験設定例［オムロン製］

対応継電器 地絡方向継電器 Ｋ２ＧＳ－Ｈ

電流整定（Ａ）－０．２ 動作時間整定（ｓ）－０．２

電圧整定（％）－２．５ 復帰 －自動

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

8.2.1 試験項目

(1) 動作電流値試験－電流整定値の動作電流を求めます。

ＪＩＳ準拠試験では、各電流設定タップ値について試験します。

(2) 動作電圧値試験－電圧整定値の動作電圧を求めます。

(3) 位相特性試験 －不動作領域から動作領域に移相を変化させた時、継電器が動作する位相

角（進み位相・遅れ位相）を求めます。

(4) 慣性特性試験 －電圧・電流を同時に５０ｍｓｅｃ間に印加し、継電器が動作しないこと

を確認します。

(5) 動作時間試験 －電圧・電流を同時に印加し、継電器が動作する時間を求めます。

8.2.2 下図を参照し、電源コード・補助電源コード・電流出力コード・電圧出力コード・

ＲＳ２３２Ｃコードを接続します。

注意：トリップコードを２３００形に接続すると、トリップコードが捕らえる信号が

優先される為、クリップ側の開放には、充分注意して下さい。

また、補助電源の接地を必ず外して下さい。

－－－ 方向地絡継電器 ＡＵＴＯ試験結線図 －－－
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8.2.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3)［ 移動キー］により、“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が、約０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイチ） ＴＥＳＴ －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ＋１２０゜

Ｖ０＝ ９５ Ｖ（ ２．５％） Ｐ（ＬＡＧ） ＝ － ６０゜

Ｔ ＝ ０．２ ｓ

【画面Ｎｏ．３】は、継電器と２３００形がＲＳ２３２Ｃ通信により、継電器の設定情

報を読み込んだものです。

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の試験する継電器の設定を変更する場合は

表示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、【画面Ｎｏ．

３】を表示させ相違の無いことを確認します。

（継電器の復帰を自動にしていることを確認します。）

(4) 継電器の整定値の試験する場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．４】が約

０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：チラク ホウコウ） －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

→ ＪＩＳ シ゛ュンキョ シケン

セッテイチ シケン

フッキ ヲ シ゛ト゛ウニ シテクタ゛サイ
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(5)［ 移動キー］により、“ＪＩＳ ジュンキョ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．５】が、約０．５秒後に表示されます。 【画面Ｎｏ．５】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ） －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

テ゛ンアツ セイテイヲ ２ ％ ニ シテクタ゛サイ

テ゛ンリュウ セイテイヲ ０．１ Ａ ニ シテクタ゛サイ

(6)表示器の指示に従い継電器の整定値を変更し、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

６】が、約０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．６】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ）－→ ＳＴＡＲＴ （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．１ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝ １１４ Ｖ

Ｉ０× ８０％ ＝０．０８ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．１２ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．０００ Ａ

(7)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、０．０８Ａから電流出力がスイープし、継電器が動作

した時の電流を表示します。更に約１秒後に【画面Ｎｏ．５Ａ】を表示します。

Ａ：動作電流値試験中画面

【画面Ｎｏ．６Ａ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ）－→ ＳＴＡＲＴ （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．１ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝ １１４ Ｖ

Ｉ０× ８０％ ＝０．０８ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．１２ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．０９８ Ａ

(8)表示器の指示に従い継電器の整定値を変更します。［0.2/0.4/0.6/0.8/1.0 A］

(6)～(7)を繰り返し試験を行います。

動作電流試験後、【画面Ｎｏ．５Ａ】が表示します。継電器の整定値を最小動作電圧値

と最小動作電流値に変更します。

【画面Ｎｏ．５Ａ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ） －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

テ゛ンアツ セイテイヲ ２ ％ ニ シテクタ゛サイ

テ゛ンリュウ セイテイヲ ０．１ Ａ ニ シテクタ゛サイ

(9)［ＳＥＴキー］を押すと警報音を発し、自動で 8.2.1項の(2)～(5)の試験が、開始され

ます。

Ｂ：動作電圧値試験中画面｜
↓ 【画面Ｎｏ．７】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｂ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ０＝ ７６ Ｖ Ｉ０× １５０％ ＝ ０．１５ Ａ

Ｖ０× ７０％ ＝ ５３ Ｖ －→ Ｖ０× １３０％ ＝ ９９ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンアツ Ｖ０＝ ７５ Ｖ
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｜ （進み位相）Ｃ：位相特性試験中画面
↓ 【画面Ｎｏ．８】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｐ＝ ＋１２０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １１４ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ ＋１８０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ ＋ ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ １．００ Ａ ススミ イソウ Ｐ＝＋１２０．２ ゜

｜ （遅れ位相）Ｃ：位相特性試験中画面
↓ 【画面Ｎｏ．９】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｐ＝ － ６０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １１４ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ －１２０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ － ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ １．００ Ａ オクレ イソウ Ｐ＝－ ５９．２ ゜

Ｄ：慣性特性試験中画面｜
↓ 【画面Ｎｏ．１０】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｄ：カンセイ トクセイ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．１ Ａ Ｉ０× ４００％ ＝ ０．４０ Ａ

Ｖ０＝ ７６ Ｖ Ｖ０× １５０％ ＝ １１４ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ カンセイ トクセイ＝ ＯＫ

Ｅ：動作時間特性試験中画面｜
↓ 【画面Ｎｏ．１１】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝ １１４ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．１３ Ａ

Ｔ ＝ ０．１９８ ｓ

※参考資料

Ｅ：動作時間特性試験中画面｜

↓ＣＢ連動試験（トリップコード有りの場合） 【画面Ｎｏ．１１Ａ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝ １１４ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．１３ Ａ

Ｔ＝ ０．１９８ ｓ ＴＢ＝０．０５３ ｓ ＴＣ ＝ ０．２５１ ｓ

※この画面は、継電器の接点が働き、さらに２１ｍＳＥＣ以上経過した後ＣＢが動作した

場合のみ表示します。

Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間

ＴＣ動作時間＝継電器の接点の動作時間＋ＣＢの動作時間

ＣＢ ＝遮断器

※最大通電時間は、１０秒です。

(10)試験がすべて終了すると警報音が停止し、【画面Ｎｏ．１２】が表示されます。
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【画面Ｎｏ．１２】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ チラク ホウコウ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

Ａ：Ｉ０（ ＯＫ ） Ｃ：Ｐ （ ＯＫ ） Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｂ：Ｖ０（ ＯＫ ） Ｃ：Ｐ （ ＯＫ ） Ｅ：Ｔ （ ＯＫ ）

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(11) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー」を押すとプリントアウトを

行い【画面Ｎｏ．１３】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．１２】に戻ります。

【画面Ｎｏ．１３】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ チラク ホウコウ） ハンテイ （ＡＵＴＯ）

Ａ：ＩＯ（ ＯＫ ） Ｃ：Ｐ （ ＯＫ ） Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｂ：Ｖ０（ ＯＫ ） Ｃ：Ｐ （ ＯＫ ） Ｅ：Ｔ （ ＯＫ ）

フ゜リンター シュツリョク チュウ

(12) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押しすと、

【画面Ｎｏ．１４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．１４】

＊＊＊ テ゛ンリュウ セイテイチ ヘンコウ ＊＊＊

テ゛ンリュウ セイテイヲ ０．２ Ａ ニ セット シテクタ゛サイ

ＳＥＴキー ヲ オシテ クタ゛サイ

※電流整定が初期整定に戻してあれば、この画面は表示しないで【画面Ｎｏ．１５】を

表示します。

(13) 画面表示に従い、継電器の電流整定を０．２Ａに変更し、［ＳＥＴキー」を押します。

【画面Ｎｏ．１５】が表示されます。

【画面Ｎｏ．１５】

＊＊＊ テ゛ンアツ セイテイチ ヘンコウ ＊＊＊

テ゛ンアツ セイテイヲ （ ２．５％） ニ セット シテクタ゛サイ

ＳＥＴキー ヲ オシテ クタ゛サイ

※電圧整定が初期整定に戻してあれば、この画面は表示しないで【画面Ｎｏ．２】を表示

します。

(14) 画面表示に従い、継電器の電圧整定を２．５％に変更し、［ＳＥＴキー」を押します。

【画面Ｎｏ．２】に戻ります。

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）
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8.2.4 プリントアウト印字例

ＤＧＲ継電器試験データ ＡＵＴＯ試験の場合（ＪＩＳ準拠試験）

1.DGR(ZPC:ﾁﾗｸﾎｳｺｳ) TEST (AUTO) ←継電器の型名と、ＡＵＴＯ試験の

ｹｲﾃﾞﾝｷ ｶﾀﾒｲ:K2GS -H [OMRON] 区分

ｾｲﾃｲﾁ

I0= 0.2A P(LEAD)=+120゜ ←継電器の設定値内容を印字

V0= 95V(2.5%) P(LAG) =- 60゜

T = 0.2s

ﾄﾞｳｻﾁ ﾊﾝﾃｲ

A:I0(ﾃﾞﾝﾘｭｳ) OK ←継電器の試験結果（総合判定）

0.1 A = 0.098 A OK [10%] A:動作電流値試験

0.2 A = 0.197 A OK [10%] B:動作電圧値試験

0.4 A = 0.399 A OK [10%] C:位相特性試験

0.6 A = 0.600 A OK [10%] D:慣性特性試験

0.8 A = 0.796 A OK [10%] E:動作時間試験

1.0 A = 0.98 A OK [10%]

B:V0(ﾃﾞﾝｱﾂ) = 75 V OK [25%]

C:P+(ｲｿｳ) =+120.2゜ OK [15ﾟ]

C:P-(ｲｿｳ) =-59.2゜ OK [15ﾟ]

トリップコード有りの場合D:(ｶﾝｾｲﾄｸｾｲ)=( OK )

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ ※ＣＢ連動（トリップコード有りの場合）

E:IO× 130% = 0.13 A

T = 0.198s OK ←Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

[0.07sｲｶ]

0.053s ←ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間TB =

0.251s ←ＴＣ動作時間＝ Ｔ＋ＴＢTC =

MEMO MUSASHI ←メモ欄

DATE : / / / 日付：場所：シリアル番号を

PLACE : 記入する。

ｼﾘｱﾙNO. :

JIS ｼﾞｭﾝｷｮ ｼｹﾝ ←ＡＵＴＯ試験状態を印字する。

【印字時間は、約５０秒】

内は試験結果である。
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8.3 ＭＡＮＵＡＬ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 地絡方向継電器 Ｋ２ＧＳ－Ｈ

電流整定（Ａ）－０．２ 動作時間整定（ｓ）－０．２

電圧整定（％）－２．５ 復帰 －自動

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

8.3.1 試験項目

(1) 動作電流値試験－電流整定値の動作電流を求めます。

(2) 動作電圧値試験－電圧整定値の動作電圧を求めます。

(3) 位相特性試験 －不動作領域から動作領域に移相を変化させた時、継電器が動作する

位相角（進み位相・遅れ位相）を求めます。

(4) 慣性特性試験 －電圧・電流を同時に５０ｍｓｅｃ間に印加し、継電器が動作しない

ことを確認します。

(5) 動作時間試験 －電圧・電流を同時に印加し、継電器が動作する時間を求めます。

8.3.2 下図を参照し、電源コード・補助電源コード・電圧出力コード・電圧出力コード・

トリップコードを接続します。

注意：補助電源の接地を必ず外して下さい。

－－－ 方向地絡継電器 ＭＡＮＡＵＬ試験結線図 －－－
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8.3.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3)［ 移動キー］により、“ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＤＧＲ （チラク ホウコウ）

Ｇ Ｒ （チラク カテ゛ンリュウ）

ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）

(4)［ 移動キー］により、“ＤＧＲ （チラク ホウコウ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を

押すと、【画面Ｎｏ．４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ １．ＤＧＲ（ＺＰＣ） コンテ゛ンサ ホウシキ

２．ＤＧＲ（ＧＰＴ） トランス ホウシキ

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ） テ゛ンリュウ テ゛ンリュウ

(5)［ 移動キー］により、“１．ＤＧＲ（ＺＰＣ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．５】が表示されます。

【画面Ｎｏ．５】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝■ ０．１ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ゜

Ｖ０＝ Ｖ Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝ ｓ
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(6)ロータリーエンコーダにより、電流整定（Ａ）を入力します。

電流整定が０．２（Ａ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２Ａに設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ａ】が表示されます。

［8ﾚﾝｼﾞ］Ｉ０＝0.1／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.8／1.0Ａ

【画面Ｎｏ．５Ａ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ゜

Ｖ０＝■ ７６ Ｖ （ ２．０％） Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝ ｓ

(7)ロータリーエンコーダにより、電圧整定（Ｖ）を入力します。

電圧整定が２．５（％）の場合は、ロータリーエンコーダにより２．５％に設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｂ】が表示されます。

［11ﾚﾝｼﾞ］Ｖ０＝2.0／2.5／3.0／3.5／4.0／4.5／5.0／7.0／7.5／10.0／15.0％

【画面Ｎｏ．５Ｂ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ゜

Ｖ０＝ ９５ Ｖ （ ２．５％） Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝■ ０．１ ｓ

(8)ロータリーエンコーダにより、動作時間整定（ｓ）を入力します。

動作時間整定が０．２（ｓ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２ｓに

設定し、［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｃ】が表示されます。

［14ﾚﾝｼﾞ］Ｔ＝0.05／0.1／0.15／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.7／0.8／0.9／1.0

1.5/2.0ｓ
【画面Ｎｏ．５Ｃ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝■＋１５０ ゜

Ｖ０＝ ９５ Ｖ （ ２．５％） Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝ ０．２ ｓ

(9)ロータリーエンコーダにより、動作位相角（°）を入力します。

ロータリーエンコーダにより動作位相角（進み）＋１２０°に設定し［ 移動キー］

を押し、ロータリーエンコーダにより動作位相角（遅れ）－６０°に設定し、［ 移動

キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｄ】が表示されます。

５度単位で設定が出来ます。 【画面Ｎｏ．５Ｄ】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝■ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ＋１２０ ゜

Ｖ０＝ ９５ Ｖ （ ２．５％） Ｐ（ＬＡＧ） ＝ － ６０ ゜

Ｔ ＝ ０．２ ｓ
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、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の表試験する継電器の設定に相違がある場合は

示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、(3)～(9)までの操

作を繰り返し【画面Ｎｏ．５Ｄ】を表示させ相違の無いことを確認します。

(10) 試験する継電器の整定値に相違がない場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

６】が約０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．６】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ）－→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｉ０× ８０％ ＝０．１６ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．２４ Ａ

Ｐ ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．０００ Ａ

(11)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、０．１６Ａから電流出力がスイープ（１秒間に０．０１Ａ）

し、継電器が動作した時の電流を表示します。

【画面Ｎｏ．６Ａ】Ａ：動作電流値試験中画面

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｉ０× ８０％ ＝０．１６ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．２４ Ａ

Ｐ ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．１９８ Ａ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．７】を表示します。 【画面Ｎｏ．７】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｂ：ト゛ウサテ゛ンアツ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ０＝ ９５ Ｖ Ｉ０× １５０％ ＝ ０．３０ Ａ

Ｖ０× ７０％ ＝ ６７ Ｖ －→ Ｖ０× １３０％ ＝ １２４ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンアツ Ｖ０＝ ０ Ｖ

(12)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、６７Ｖから電圧出力がスイープ（１秒間に２．５Ｖ）し、

継電器が動作した時の電圧を表示します。

【画面Ｎｏ．７Ａ】Ｂ：動作電圧値試験中画面

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｂ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ０＝ ９５ Ｖ Ｉ０× １５０％ ＝ ０．３０ Ａ

Ｖ０× ７０％ ＝ ６７ Ｖ －→ Ｖ０× １３０％ ＝ １２４ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンアツ Ｖ０＝ ９４ Ｖ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．８】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ ＋１２０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ ＋１８０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ ＋ ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ ススミ イソウ Ｐ＝＋１８０．０ ゜
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(13)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、＋１８０゜から移相がスイープ（１秒間に５゜）し、

継電器が動作した時の位相角を表示します。

【画面Ｎｏ．８Ａ】Ｃ：位相特性試験中画面（進み位相）

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ ＋１２０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ ＋１８０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ ＋ ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ ススミ イソウ Ｐ＝＋１１８．５ ゜

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．９】を表示します。 【画面Ｎｏ．９】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ － ６０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ －１２０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ － ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ オクレ イソウ Ｐ＝－１２０．０ ゜

［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、－１２０゜から移相がスイープ（１秒間に５゜）し、継電器

が動作した時の位相角を表示します。

【画面Ｎｏ．９Ａ】Ｃ：位相特性試験中画面（遅れ位相）

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ － ６０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ －１２０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ － ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ オクレ イソウ Ｐ＝－ ５９．６ ゜

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．１０】を表示します。 【画面Ｎｏ．１０】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｄ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｉ０× ４００％ ＝ ０．８０ Ａ

Ｖ０＝ ９５ Ｖ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ カンセイ トクセイ＝

(14)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧・電流が同時に５０ｍｓｅｃ間出力し、継電器が

動作しないことを確認します。

【画面Ｎｏ．１０Ａ】Ｄ：慣性特性試験中画面

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｄ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｉ０× ４００％ ＝ ０．８０ Ａ

Ｖ０＝ ９５ Ｖ Ｖ０× １５０％ ＝ １４３ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ カンセイ トクセイ＝ ＯＫ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．１１】を表示します。 【画面Ｎｏ．１１】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝ １４３ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．２６ Ａ

Ｔ ＝ ０．０００ ｓ
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(15)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧・電流が同時に出力し、継電器が動作する時間を測定

します。

【画面Ｎｏ．１１Ａ】Ｅ：動作時間試験中画面

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝ １４３ Ｖ

Ｐ ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．２６ Ａ

Ｔ ＝ ０．１９８ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．１２】を表示します。 【画面Ｎｏ．１２】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ チラク ホウコウ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝０．１９８Ａ Ｃ：Ｐ＝＋１１８．５゜ Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｂ：Ｖ０＝ ９４ Ｖ Ｃ：Ｐ＝－ ５９．６゜ Ｅ：Ｔ ＝ ０．１９８ｓ

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(16)［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウトを

行い【画面Ｎｏ．１３】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．１２】に戻ります。

【画面Ｎｏ．１３】

１．ＤＧＲ（ＺＰＣ チラク ホウコウ） ハンテイ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝０．１９８Ａ Ｃ：Ｐ＝＋１１８．５゜ Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｂ：Ｖ０＝ ９４ Ｖ Ｃ：Ｐ＝－ ５９．６゜ Ｅ：Ｔ ＝ ０．１９８ｓ

フ゜リンター シュツリョク チュウ

(17) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．２Ａ】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２Ａ】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

→ ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）



- 28 -

4140-000ST004

地絡方向継電器試験方法（ＭＡＮＵＡＬ試験）

8.3.4 プリントアウト印字例

ＤＧＲ継電器試験データ ＭＡＮＵＡＬ試験の場合

1.DGR(ZPC:ﾁﾗｸﾎｳｺｳ) TEST (MANUAL) ←継電器名と、ＭＡＮＵＡＬ試験

ｾｯﾃｲﾁ

I0= 0.2A P(LEAD)=+120゜ ←継電器の設定値内容を印字

V0= 95V(2.5%) P(LAG) =- 60゜

T = 0.2s

ﾄﾞｳｻﾁ

A:I0(ﾃﾞﾝﾘｭｳ)= 0.198A ←継電器の試験結果

B:V0(ﾃﾞﾝｱﾂ) = 94 V A:動作電流値試験

C:P+(ｲｿｳ) =+118.5゜ B:動作電圧値試験

C:P-(ｲｿｳ) =-59.6゜ C:位相特性試験

D:(ｶﾝｾｲﾄｸｾｲ)=( OK ) D:慣性特性試験

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ E:動作時間試験

E:IO× 130% = 0.260 A

T = 0.198s

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

内は試験結果である。

【印字時間は、約３０秒間です。】
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8.4 ＭＡＮＵＡＬ試験（電流－電流）設定例［泰和電気工業製］

対応継電器 地絡方向継電器 ＳＨＧ－ＡＦ

電流整定（Ａ） －０．２ 動作時間整定（ｓ）－０．２

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

8.4.1 試験項目

(1) 動作電流値試験－電流整定値の動作電流を求めます。

(2) 位相特性試験 －不動作領域から動作領域に移相を変化させた時、継電器が動作する位相

角（進み位相・遅れ位相）を求めます。

(3) 慣性特性試験 －電圧（電流変換）・電流を同時に５０ｍｓｅｃ間に印加し、継電器が動

作しないことを確認します。

(4) 動作時間試験 －電圧（電流変換）・電流を同時に印加し、継電器が動作する時間を求め

ます。

8.4.2 下図を参照し、電源コード・補助電源コード・電流出力コード・電圧出力コード・トリッ

プコードを接続します。

注意：補助電源の接地を必ず外して下さい。

－－－ 方向地絡継電器 ＭＡＮＡＵＬ（電流－電流）試験結線図 －－－
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8.4.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3)［ 移動キー］により、“ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＤＧＲ （チラク ホウコウ）

Ｇ Ｒ （チラク カテ゛ンリュウ）

ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）

(4)［ 移動キー］により、“ＤＧＲ （チラク ホウコウ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を

押すと、【画面Ｎｏ．４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ １．ＤＧＲ（ＺＰＣ） コンテ゛ンサ ホウシキ

２．ＤＧＲ（ＧＰＴ） トランス ホウシキ

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ） テ゛ンリュウ テ゛ンリュウ

(5)［ 移動キー］により、“３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．５】が表示されます。

【画面Ｎｏ．５】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝■ ０．１ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ゜

ＶＯ＝ ０．０７２Ａ Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝ ｓ
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(6)ロータリーエンコーダにより、電流整定（Ａ）を入力します。

電流整定が０．２（Ａ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２Ａに設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ａ】が表示されます。

［8ﾚﾝｼﾞ］Ｉ０＝0.1／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.8／1.0Ａ

【画面Ｎｏ．５Ａ】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ゜

ＶＯ＝ ０．０７２Ａ Ｐ（ＬＡＧ） ＝ ゜

Ｔ ＝■０．１ ｓ

(7)ロータリーエンコーダにより、動作時間整定（ｓ）を入力します。

動作時間整定が０．２（ｓ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２ｓに

設定し、［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｂ】が表示されます。

［14ﾚﾝｼﾞ］Ｔ＝0.05／0.1／0.15／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.7／0.8／0.9／1.0

1.5/2.0ｓ
【画面Ｎｏ．５Ｂ】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝■＋１５０ ゜

ＶＯ＝ ０．０７２Ａ Ｐ（ＬＡＧ） ＝ － ゜

Ｔ ＝ ０．２ ｓ

(8)ロータリーエンコーダにより、動作位相角（°）を入力します。

ロータリーエンコーダにより動作位相角（進み）＋１２０°に設定し［ 移動キー］

を押し、ロータリーエンコーダにより動作位相角（遅れ）－６０°に設定し、［ 移動

キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｃ】が表示されます。

５度単位で設定が出来ます。 【画面Ｎｏ．５Ｃ】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ：セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０＝■ ０．２ Ａ Ｐ（ＬＥＡＤ）＝ ＋１２０ ゜

ＶＯ＝ ０．０７２Ａ Ｐ（ＬＡＧ） ＝ － ６０ ゜

Ｔ ＝ ０．２ ｓ

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の表試験する継電器の設定に相違がある場合は

示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、(3)～(8)までの操

作を繰り返し【画面Ｎｏ．５Ｃ】を表示させ相違の無いことを確認します。

(9) 試験する継電器の整定値に相違がない場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

６】が約０．５秒後に表示されます。 【画面Ｎｏ．６】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ）－→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝０．１０８ Ａ

Ｉ０× ８０％ ＝０．１６ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．２４ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．０００ Ａ
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(10)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、０．１６Ａから電流出力がスイープ（１秒間に０．０１

Ａ）し、継電器が動作した時の電流を表示します。

【画面Ｎｏ．６Ａ】Ａ：動作電流値試験中画面

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝０．１０８ Ａ

Ｉ０× ８０％ ＝０．１６ Ａ －→ Ｉ０× １２０％ ＝ ０．２４ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．１９８ Ａ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．７】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｃ：ト゛ウサイソウ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ ＋１２０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ ０．１０８ Ａ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ ＋１８０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ ＋ ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ ススミ イソウ Ｐ＝＋１８０．０ ゜

(11)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、＋１８０゜から移相スイープ（１秒間に５゜）し、継電器

が動作した時の位相角を表示します。

【画面Ｎｏ．７Ａ】Ｃ：位相特性試験中画面（進み位相）

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ ＋１２０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ ０．１０８ Ａ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ ＋１８０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ ＋ ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ ススミ イソウ Ｐ＝＋１１８．５ ゜

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．８】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｃ：ト゛ウサイソウ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ － ６０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ ０．１０８ Ａ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ －１２０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ － ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ オクレ イソウ Ｐ＝－１２０．０ ゜

［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、－１２０゜から移相スイープ（１秒間に５゜）し、継電器

が動作した時の位相角を表示します。

【画面Ｎｏ．８Ａ】Ｃ：位相特性試験中画面（遅れ位相）

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｃ：ト゛ウサイソウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｐ＝ － ６０ ゜ Ｖ０× １５０％ ＝ ０．１０８ Ａ

Ｐ（ｓｔａｒｔ）＝ －１２０ ゜ －→ Ｐ（ｅｎｄ） ＝ － ０ ゜

Ｉ０×１０００％＝ ２．００ Ａ オクレ イソウ Ｐ＝－ ５８．５ ゜

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．９】を表示します。 【画面Ｎｏ．９】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｄ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｉ０× ４００％ ＝ ０．８０ Ａ

Ｖ０＝ ０．０７２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝０．１０８ Ａ

Ｐ ＝ ０ ゜ カンセイ トクセイ＝
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(12)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧（電流変換）・電流が同時に５０ｍｓｅｃ間出力し、

継電器が動作しないことを確認します。

【画面Ｎｏ．９Ａ】Ｄ：慣性特性試験中画面

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｄ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ Ｉ０× ４００％ ＝ ０．８０ Ａ

Ｖ０＝ ０．０７２ Ａ Ｖ０× １５０％ ＝０．１０８ Ａ

Ｐ ＝ ０ ゜ カンセイ トクセイ＝ ＯＫ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．１０】を表示します。 【画面Ｎｏ．１０】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝０．１０８ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．２６ Ａ

Ｔ ＝ ０．０００ ｓ

(13)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧（電流変換）・電流が同時に出力し、継電器が動作

する時間を測定します。

【画面Ｎｏ．１０Ａ】Ｅ：動作時間試験中画面

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ Ｅ：ト゛ウサシ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ＝ ０．２ ｓ Ｖ０×１５０％＝０．１０８ Ａ

Ｐ＝ ０ ゜ Ｉ０×１３０％＝ ０．２６ Ａ

Ｔ ＝ ０．１９７ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．１１】を表示します。 【画面Ｎｏ．１１】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ チラク ホウコウ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝０．１９８Ａ Ｃ：Ｐ＝＋１１８．５゜ Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｃ：Ｐ＝－ ５９．６゜ Ｅ：Ｔ ＝ ０．１９７ｓ

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(14) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、プリントアウ

トを行い【画面Ｎｏ．１３】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると

【画面Ｎｏ．１２】に戻ります。

【画面Ｎｏ．１２】

３．ＤＧＲ（Ｉ－Ｉ チラク ホウコウ） ハンテイ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝０．１９８Ａ Ｃ：Ｐ＝＋１１８．５゜ Ｄ： （ ＯＫ ）

Ｃ：Ｐ＝－ ５９．６゜ Ｅ：Ｔ ＝ ０．１９７ｓ

プリンター シュツリョク チュウ
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(15) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し、［ＳＥＴキー］“Ｎｏ”を選択

すると、【画面Ｎｏ．２Ａ】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２Ａ】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

→ ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

8.3.4 プリントアウト印字例

ＤＧＲ継電器試験データ ＭＡＮＵＡＬ試験の場合

3.DGR(I-I:ﾁﾗｸﾎｳｺｳ) TEST (MANUAL) ←継電器名と、ＭＡＮＵＡＬ試験

ｾｯﾃｲﾁ

I0= 0.2 A P(LEAD)=+120゜ ←継電器の設定値内容を印字

V0=0.072 A P(LAG) =- 60゜ V0の値は、固定である。

T = 0.2 s

ﾄﾞｳｻﾁ

A:I0(ﾃﾞﾝﾘｭｳ)= 0.198A ←継電器の試験結果

C:P+(ｲｿｳ) =+118.5゜ A:動作電流値試験

C:P-(ｲｿｳ) =-59.6゜ C:位相特性試験

D:(ｶﾝｾｲﾄｸｾｲ)=( OK ) D:慣性特性試験

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ E:動作時間試験

E:IO× 130% = 0.26 A

T = 0.197s

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

内は試験結果である。

【印字時間は、約３０秒間です。】
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9.1 ＭＡＮＵＡＬ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 高圧地絡継電器 Ｋ２ＧＡ－Ｈ

電流整定（Ａ）－０．２

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

9.1.1 試験項目

(1) 動作電流値試験－電流整定値の動作電流を求めます。

(2) 慣性特性試験 －電流整定値の４００％の電流を５０ｍｓｅｃ間に通電し、継電器が

動作しないことを確認します。

(3) 動作時間試験 －電流整値の１３０％及び４００％の電流を通電し、継電器が動作

する時間を求めます。

9.1.2 下図を参照し、電源コード・補助電源コード・電流出力コード・トリップコードを

接続します。

注意：補助電源の接地を必ず外して下さい。

－－－ 高圧地絡継電器 ＭＡＮＵＡＬ試験結線図 －－－



- 36 -

4140-000ST004

高圧地絡継電器試験方法

9.1.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3) ［ 移動キー］により、“ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押す

と、【画面Ｎｏ．３】が表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＤＧＲ （チラク ホウコウ）

Ｇ Ｒ （チラク カテ゛ンリュウ）

ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）

(4) ［ 移動キー］により、“Ｇ Ｒ （チラク カンデンリュウ）”を選択し、［ＳＥＴ

キー］を押すと、【画面Ｎｏ．４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

４．ＧＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０ （ト゛ウサ テ゛ンリュウ） ＝■ ０．１ Ａ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ｓ

(5)ロータリーエンコーダにより、電流整定（Ａ）を入力します。

電流整定が０．２（Ａ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２Ａに設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．４Ａ】が表示されます。

［8ﾚﾝｼﾞ］Ｉ０＝0.1／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.8／1.0Ａ

【画面Ｎｏ．４Ａ】

４．ＧＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０ （ト゛ウサ テ゛ンリュウ） ＝ ０．２ Ａ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ■０．２ ｓ
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(6) ロータリーエンコーダにより、動作時間整定（ｓ）を入力します。

※動作時間の整定がない高圧地絡継電器は、通常０．２ｓに設定します。

動作時間整定が０．２（ｓ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．２ｓに

設定し、［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．４Ｂ】が表示されます。

［14ﾚﾝｼﾞ］Ｔ＝0.05／0.1／0.15／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.7／0.8／0.9／1.0

1.5/2.0ｓ
【画面Ｎｏ．４Ｂ】

４．ＧＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｉ０ （ト゛ウサ テ゛ンリュウ） ＝ ■０．２ Ａ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ０．２ ｓ

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の表試験する継電器の設定に相違がある場合は

示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、(3)～(6)までの操

作を繰り返し【画面Ｎｏ．４Ｂ】を表示させ相違の無いことを確認します。

(7) 試験する継電器の整定値に相違がない場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

５】が約０．５秒後に表示されます。 【画面Ｎｏ．５】

４．ＧＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンリュウ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ

Ｉ０× ８０％ ＝ ０．１６ Ａ －→ Ｉ０×１２０％ ＝ ０．２４ Ａ

ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．０００ Ａ

(8) ［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、０．１６Ａから電流出力がスイープ（１秒間に０．０１

Ａ）し、継電器が動作した時の電流値を表示します。

【画面ＮＯ．５Ａ】Ａ：動作電流値試験中画面

４．ＧＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンリウ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ

Ｉ０× ８０％ ＝ ０．１６ Ａ －→ Ｉ０×１２０％ ＝ ０．２４ Ａ

ト゛ウサテ゛ンリュウ Ｉ０＝０．１９７ Ａ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．６】を表示します。 【画面Ｎｏ．６】

４．ＧＲ（Ｂ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ

Ｉ０×４００％ ＝ ０．８０ Ａ

カンセイ トクセイ＝

(9) ［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電流が５０ｍｓｅｃ間出力し、継電器が動作しないこと

を確認します。
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【画面Ｎｏ．６Ａ】Ｂ：慣性特性試験中画面

４．ＧＲ（Ｂ：カンセイ トクセイ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｉ０＝ ０．２ Ａ

Ｉ０×４００％ ＝ ０．８０ Ａ

カンセイ トクセイ＝ ＯＫ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．７】を表示します。 【画面Ｎｏ．７】

４．ＧＲ（Ｃ：ト゛ウサ シ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ

Ｉ０×１３０％ ＝０．２６ Ａ

Ｔ１＝ ０．０００ ｓ

(10)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電流が出力し、継電器が動作する時間を測定します。

【画面Ｎｏ．７Ａ】Ｃ：動作時間試験中画面（１３０％）

４．ＧＲ（Ｃ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ０．２ ｓ

Ｉ０×１３０％ ＝０．２６ Ａ

Ｔ１＝ ０．１６２ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．８】

４．ＧＲ（Ｃ：ト゛ウサ シ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ｓ

Ｉ０×４００％ ＝０．８０ Ａ

Ｔ２＝ ０．０００ ｓ

［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電流が出力し、継電器が動作する時間を測定します。

【画面Ｎｏ．８Ａ】Ｃ：動作時間試験中画面（４００％）

４．ＧＲ（Ｃ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｔ ＝ ｓ

Ｉ０×４００％ ＝０．８０ Ａ

Ｔ２＝ ０．１３３ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．９】を表示します。 【画面Ｎｏ．９】

４．ＧＲ（チラク カテ゛ンリュウ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝ ０．１９７ Ａ Ｃ：Ｔ１＝ ０．１６２ ｓ

Ｂ：カンセイ （ ＯＫ ） Ｃ：Ｔ２＝ ０．１３３ ｓ

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ
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(11) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウト

を行い【画面Ｎｏ．１０】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．９】に戻ります。

【画面Ｎｏ．１０】

４．ＧＲ（チラク カテ゛ンリュウ） ハンテイ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：Ｉ０＝ ０．１９７ Ａ Ｃ：Ｔ１＝ ０．１６２ ｓ

Ｂ：カンセイ （ ＯＫ ） Ｃ：Ｔ２＝ ０．１３３ ｓ

プリンター シュツリョク チュウ

(12) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し、［ＳＥＴキー］押すと、

【画面Ｎｏ．２Ａ】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２Ａ】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

→ ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

9.1.4 プリントアウト印字例

高圧地絡継電器試験データ ＭＡＮＵＡＬ試験の場合

4.GR(ﾁﾗｸ ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ) TEST (MANUAL) ←継電器の型名と、ＭＡＮＵＡＬ試

ｾｯﾃｲﾁ 験の印字

I0 (ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｾｲﾃｲ) = 0.2 A ←継電器の設定値内容を印字

T (ｼﾞｶﾝ ｾｲﾃｲ) = 0.2 s

ﾄﾞｳｻﾁ

A:V(ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ) = 0.197A ←継電器の試験結果

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ A:動作電流値試験

B:I0×130% = 0.26A T1= 0.162s B:動作時間試験

B:I0×400% = 0.80A T2= 0.133s

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

内は試験結果である。
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10.1 過電圧継電器試験のＡＵＴＯ試験の流れ

対応継電器 過電圧継電器 Ｋ２ＶＡ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－１１５ 動作時間整定（ｓ）－０．１

上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.1.1 ＲＳ２３２Ｃ通信

［ 移動キー］により“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”設定後、［ＳＥＴキー］を押すと、

１０４Ｖの電圧を継電器に印加し、ＲＳ２３２Ｃにより、２３００形と継電器の通信

を開始します。継電器の整定値、規格値のデータを２３００形に読み込み試験の準備

を行います。

Ａ：動作電圧値試験10.1.2

(1) ２３００形は、電圧を１０４Ｖ出力し、ＲＳ２３２Ｃにより継電器と通信を行い、

動作電圧値試験の準備を行います。

(2) 次に２３００形は、電圧整定値の９０％の電圧を出力します。

電圧整定が１１５（Ｖ）の場合は、１０４Ｖより電圧出力を開始します。

その後、２．５Ｖ／ｓｅｃ（１秒間に２．５Ｖ）単位で徐々に電圧を自動で増加し

ます。

(3) 継電器の始動ＬＥＤが点灯すると同時に継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信

により２３００形内部に入力されます。

２３００形は、動作信号入力後、試験電圧の増加を停止し、約２００ｍｓｅｃ間、

動作信号を入力した時点での電圧を保持し、動作信号を入力してから１００ｍｓｅ

ｃ後、試験電圧値を読みとり記憶します。

(4) 継電器より動作信号が入力してから約２００ｍｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間

電圧出力を停止します。

Ｂ：動作時間試験10.1.3

(1) ２３００形は、電圧整定値の１２０％の電圧を出力します。

［例：電圧整定が１１５Ｖの場合は、１３８Ｖを出力します。］

(2) 継電器の接点が動作した時、２３００形は、時間計測を停止し、動作時間試験デー

タを記憶します。

(3) ２３００形は、約１秒間電圧出力を停止します。

判定10.1.4

(1) ２３００形は、10.1.2 項～10.1.3 項の試験結果と継電器の許容差を比較・判定を

行います。更に“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押す事により、印字を開始

します。



- 41 -

4140-000ST004

過電圧継電器試験方法

10.1.5 ＡＵＴＯ試験のタイムチャート
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10.2 過電圧継電器ＡＵＴＯ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 過電圧継電器 Ｋ２ＶＡ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－１１５ 動作時間整定（ｓ）－０．１

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.2.1 試験項目

(1) 動作電圧値試験－電圧整定値の９０％の電圧から除々に電圧を加えて継電器が動作する

電圧を求めます。

(2) 動作時間試験 －電圧整定値の１２０％の電圧を急激に印加し、継電器が動作する時間

を求めます。

10.2.2 下図を参照し、電源コード・電圧出力コード・ＲＳ２３２Ｃコードを接続します。

注意：トリップコードを２３００形に接続すると、トリップコードが捕らえる信号が

優先される為、クリップ側の開放には、充分注意して下さい。

－－－ 過電圧継電器（ＯＶＲ） ＡＵＴＯ試験結線図 －－－

10.2.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。
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【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3) ［ 移動キー］により、“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が、約０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

５．ＯＶＲ（セッテイチ） ＴＥＳＴ －→ ＳＴＡＲＴ （ＡＵＴＯ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝ １１５ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ０．１ ｓ

【画面Ｎｏ．３】は、継電器と２３００形がＲＳ２３２Ｃ通信により、継電器の設定情報を

読み込んだものです。

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の試験する継電器の設定を変更する場合は

表示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、【画面Ｎｏ．３

】を表示させ相違の無いことを確認します。

(4) 継電器の設定値の試験する場合は、［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、警報音を発し、自動

で10.2.1項の(1)～(2)の試験が開始されます。

↓ 【画面Ｎｏ．４】Ａ：動作電圧値試験中画面

５．ＯＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ９０％ ＝ １０４ Ｖ －→ Ｖ ×１１０％ ＝ １２７ Ｖ

ト゛ウサテ゛ンアツ Ｖ ＝ ０ Ｖ

↓ 【画面Ｎｏ．５】Ｂ：動作時間試験中画面

５．ＯＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ０％ ＝ ０ Ｖ －→ Ｖ ×１２０％ ＝ １３８ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０８９ ｓ
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※参考資料

Ｂ：動作時間特性試験中画面｜

↓ＣＢ連動試験（トリップコード有りの場合） 【画面Ｎｏ．５Ａ】

５．ＯＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ０％ ＝ ０ Ｖ －→ Ｖ ×１２０％ ＝ １３８ Ｖ

Ｔ ＝ ０．０８９ ｓ ＴＢ＝ ０．０４５ ｓ ＴＣ＝ ０．１３４ ｓ

※この画面は、継電器の接点が働き、さらに２１ｍｓｅｃ以上経過した後ＣＢが動作した

場合のみ表示します。

Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間

ＴＣ動作時間＝継電器の接点の動作時間＋ＣＢの動作時間

ＣＢ ＝遮断器

※最大通電時間は、１０秒です。

(5)試験がすべて終了すると警報音が停止し、【画面Ｎｏ．６】が表示されます。

【画面Ｎｏ．６】

５．ＯＶＲ（カテ゛ンアツ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン （ ＯＫ ）

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン （ ＯＫ ）

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(6) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウトを

行い【画面Ｎｏ．７】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面Ｎｏ．

６】に戻ります。

【画面Ｎｏ．７】

５．ＯＶＲ（カテ゛ンアツ） ハンテイ （ＡＵＴＯ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン （ ＯＫ ）

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン （ ＯＫ ）

フ゜リンター シュツリョク チュウ

(7) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し,［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．２】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）
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10.2.4 プリントアウト印字例

過電圧継電器試験（ＯＶＲ）データ ＡＵＴＯ試験の場合

5.OVR(ｶﾃﾞﾝｱﾂ) TEST (AUTO) ←継電器の型名と、ＡＵＴＯ試験の

ｹｲﾃﾞﾝｷ ｶﾀﾒｲ:K2VA - H [OMRON] 区分

ｾｲﾃｲﾁ

V (ﾃﾞﾝｱﾂ ｾｲﾃｲ) = 115 V ←継電器の設定値内容を印字

T (ｼﾞｶﾝ ｾｲﾃｲ) = 0.1 s

ﾄﾞｳｻﾁ ﾊﾝﾃｲ

A:V(ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) =114V OK [5%] ←継電器の試験結果

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ A:動作電圧値試験

B:V×0%= 0 V -> V×120%=138V B:動作時間試験

T = 0.089s OK [0.05s-0.15s]

トリップコード有りの場合

※ＣＢ連動（トリップコード有りの場合）

←Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

TB= 0.043s ←ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間

TC= 0.132S ←ＴＣ動作時間＝ Ｔ＋ＴＢ

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

【印字時間は、約３０秒】

内は試験結果である。
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10.3 過電圧継電器ＭＡＮＵＡＬ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 Ｋ２ＶＡ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－１１５ 動作時間整定（ｓ）－０．１

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.3.1 試験項目

(1) 動作電圧値試験－電圧整定値の９０％の電圧から除々に電圧を加えて継電器が動作する

電圧を求めます。

(2) 動作時間試験 －電圧整定値の１２０％の電圧を印加し、継電器が動作する時間を求め

ます。

10.3.2 下図を参照し、電源コード・電圧出力コード・トリップコードを接続します。

－－－ 過電圧継電器（ＯＶＲ） ＭＡＮＵＡＬ試験結線図 －－－

10.3.3操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ
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【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3)［ 移動キー］により、“ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＤＧＲ （チラク ホウコウ）

Ｇ Ｒ （チラク カテ゛ンリュウ）

ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）

(4)［ 移動キー］により、“ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）”を

選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＯＶＲ （カテ゛ンアツ）

ＵＶＲ （フソクテ゛ンアツ）

(5)［ 移動キー］により、“ＯＶＲ（カテ゛ンアツ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．５】が表示されます。

【画面Ｎｏ．５】

５．ＯＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝■１１５ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ｓ

(6)ロータリーエンコーダにより、電圧整定（Ｖ）を入力します。

電圧整定が１１５（Ｖ）の場合は、ロータリーエンコーダにより１１５Ｖに設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ａ】が表示されます。

Ｖ ［8ﾚﾝｼﾞ］＝115／120／125／130／135／140／145／150Ｖ
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【画面Ｎｏ．５Ａ】

５．ＯＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝ １１５ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝■０．１ ｓ

(7)ロータリーエンコーダにより、動作時間整定（ｓ）を入力します。

動作時間整定が０．１（ｓ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．１ｓに

設定し、［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｂ】が表示されます。

［20ﾚﾝｼﾞ］Ｔ＝0.1／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.8／1.0／1.2／1.4

1.5／1.6／1.8／2.0／2.5／3.0／3.5／4.0／4.5／5.0ｓ
【画面Ｎｏ．５Ｂ】

５．ＯＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝■１１５ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ０．１ ｓ

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の表試験する継電器の設定に相違がある場合は

示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、(3)～(6)までの操

作を繰り返し【画面Ｎｏ．５Ｂ】を表示させ相違の無いことを確認します。

(8) 試験する継電器の整定値に相違がない場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

６】が約０．５秒後に表示されます。 【画面Ｎｏ．６】

５．ＯＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ９０％ ＝ １０４ Ｖ －→ Ｖ ×１１０％ ＝ １２７ Ｖ

ト゛ウサ テ゛ンアツ Ｖ ＝ ０ Ｖ

(9) ［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、１０４Ｖから電圧出力がスイープ（１秒間に２．５Ｖ）

し、継電器が動作した時の電圧値を表示します。

圧 【画面Ｎｏ．６Ａ】Ａ：動作電 値試験中画面

５．ＯＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ９０％ ＝ １０４ Ｖ －→ Ｖ ×１１０％ ＝ １２７ Ｖ

ト゛ウサ テ゛ンアツ Ｖ ＝ １１４ Ｖ

↓約１秒後【画面Ｎｏ．７】を表示します。 【画面Ｎｏ．７】

５．ＯＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ０％ ＝ ０ Ｖ －→ Ｖ ×１２０％ ＝ １３８ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０００ ｓ
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(9)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧が出力し、継電器が動作する時間を測定します。

【画面Ｎｏ．７Ａ】Ｂ：動作時間試験中画面

５．ＯＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ １１５ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ × ０％ ＝ ０ Ｖ －→ Ｖ ×１２０％ ＝ １３８ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０９８ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．８】

５．ＯＶＲ（カテ゛ンアツ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン Ｖ ＝ １１４ Ｖ

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン Ｔ ＝ ０．０９８ ｓ

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(11) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウト

を行い【画面Ｎｏ．９】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．８】に戻ります。

【画面Ｎｏ．９】

５．ＯＶＲ（カテ゛ンアツ） ハンテイ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン Ｖ ＝ １１４ Ｖ

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン Ｔ ＝ ０．０９８ ｓ

フ゜リンター シュツリョク チュウ

(12) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し,［ＳＥＴキー］を押すと、【

画面Ｎｏ．２Ａ】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２Ａ】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

→ ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）
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10.3.4 プリントアウト印字例

過電圧継電器試験（ＯＶＲ）データ ＭＡＮＵＡＬ試験の場合

5.OVR(ｶ ﾃﾞﾝｱﾂ) TEST (MANUAL) ←継電器の型名と、ＭＡＮＵＡＬ試

ｾｯﾃｲﾁ 験の印字

V(ﾃﾞﾝｱﾂ ｾｲﾃｲ) = 115V ←継電器の設定値内容を印字

T(ｼﾞｶﾝ ｾｲﾃｲ) = 0.1s

ﾄﾞｳｻﾁ

A:V(ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) =114V ←継電器の試験結果

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ A:動作電圧値試験

B:V×0%= 0 V -> V×120%=138V B:動作時間試験

T= 0.098s

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

内は試験結果である。
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10.4 不足電圧継電器試験のＡＵＴＯ試験の流れ

対応継電器 不足電圧継電器 Ｋ２ＶＵ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－６０ 動作時間整定（ｓ）－０．１

上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.4.1 ＲＳ２３２Ｃ通信

［ 移動キー］により“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”設定後、［ＳＥＴキー］を押すと、１０４Ｖ

の電圧を継電器に印加し、ＲＳ２３２Ｃにより、２３００形と継電器の通信を開始します。

継電器の整定値、規格値のデータを２３００形に読み込み試験の準備を行います。

動作電圧値試験10.4.2

(1) ２３００形は、電圧を１０４Ｖ出力し、ＲＳ２３２Ｃにより継電器と通信を行い、動

作電圧値試験の準備を行います。

(2) 次に２３００形は、電圧整定値の１１０％の電圧を出力します。

電圧整定が６０（Ｖ）の場合は、６６Ｖより電圧出力を開始します。

その後、１Ｖ／ｓｅｃ（１秒間に１Ｖ）単位で徐々に電圧を自動で減少します。

(3) 継電器の始動ＬＥＤが点灯すると同時に継電器より動作信号がＲＳ２３２Ｃ通信により

２３００形内部に入力されます。２３００形は、動作信号入力後、試験電圧の降下を停

止し、約２００ｍｓｅｃ間、動作信号を入力した時点での電圧を保持し、動作信号を入

力してから１００ｍｓｅｃ後、試験電圧値を読みとり記憶します。

(4) 継電器より動作信号が入力してから約２００ｍｓｅｃ後、２３００形は、約１秒間電圧

出力を停止します。

動作時間試験10.4.3

(1) ２３００形は、電圧を１秒間１１０Ｖ出力し、その後電圧整定値の７０％の電圧を出力

します。

［例：電圧整定が６０（Ｖ）の場合は、１１０Ｖ→４２Ｖを出力します。］

(2) 継電器の接点が動作した時、２３００形は、時間計測を停止し、動作時間試験データを

記憶します。

(3) ２３００形は、約１秒間電圧出力を停止します。

判定10.4.4

(1) ２３００形は、10.5.2 項～10.5.3 項の試験結果と継電器の許容差を比較・判定を行い

ます。更に“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押す事により、印字を開始します。
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10.4.5 ＡＵＴＯ試験のタイムチャート
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10.5 不足電圧継電器ＡＵＴＯ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 Ｋ２ＶＵ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－６０ 動作時間整定（ｓ）－０．１

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.5.1 試験項目

(1) 動作電圧値試験－電圧整定値の１１０％の電圧から除々に電圧を降下させて継電器が

動作する電圧を求めます。

(2) 動作時間試験 －定格電圧から電圧整定値の７０％に急激に電圧を降下させて継電器が

動作する時間を求めます。

10.5.2 下図を参照し、電源コード・電圧出力コード・ＲＳ２３２Ｃコードを接続します。

注意：トリップコードを２３００形に接続すると、トリップコードが捕らえる信号が

優先される為、クリップ側の開放には、充分注意して下さい。

－－－ 不足電圧継電器（ＵＶＲ） ＡＵＴＯ試験結線図 －－－

10.5.3 操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、２３００形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約５秒後に

【画面Ｎｏ．２】を表示します。
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【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3) ［ 移動キー］により、“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．３】が、約０．５秒後に表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

６．ＵＶＲ（セッテイチ） ＴＥＳＴ －→ ＳＴＡＲＴ （ＡＵＴＯ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝ ６０ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ０．１ ｓ

【画面Ｎｏ．３】は、継電器と２３００形がＲＳ２３２Ｃ通信により、継電器の設定情報を

読み込んだものです。

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の試験する継電器の設定を変更する場合は

表示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、【画面Ｎｏ．３

】を表示させ相違の無いことを確認します。

(4) 継電器の整定値の試験する場合は、［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、警報音を発し、自動

で10.6.1項の(1)～(2)の試験が開始されます。

↓ 【画面Ｎｏ．４】Ａ：動作電圧値試験中画面

６．ＵＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ ×１１０％ ＝ ６６．０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２．０ Ｖ

ト゛ウサ テ゛ンアツ Ｖ ＝ ５９．５ Ｖ

↓ 【画面Ｎｏ．５】Ｂ：動作時間試験中画面

６．ＵＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

テイカク Ｖ ＝ １１０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０８９ ｓ
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※参考資料

Ｂ：動作時間特性試験中画面｜

↓ＣＢ連動試験（トリップコード有りの場合） 【画面Ｎｏ．５Ａ】

６．ＵＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＡＵＴＯ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ ＝ １１０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２ Ｖ

Ｔ ＝ ０．０８９ ｓ ＴＢ＝ ０．０４５ ｓ ＴＣ＝ ０．１３４ ｓ

※この画面は、継電器の接点が働き、さらに２１ｍｓｅｃ以上経過した後ＣＢが動作した

場合のみ表示します。

Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間

ＴＣ動作時間＝継電器の接点の動作時間＋ＣＢの動作時間

ＣＢ ＝遮断器

※最大通電時間は、１０秒です。

(5)試験がすべて終了すると警報音が停止し、【画面Ｎｏ．６】が表示されます。

【画面Ｎｏ．６】

６．ＵＶＲ（フソクテ゛ンアツ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン （ ＯＫ ）

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン （ ＯＫ ）

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(6) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウト

を行い【画面Ｎｏ．７】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．６】に戻ります。

【画面Ｎｏ．７】

６．ＵＶＲ（フソクテ゛ンアツ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＡＵＴＯ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン （ ＯＫ ）

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン （ ＯＫ ）

フ゜リンター シュツリョク チュウ

(7) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し,［ＳＥＴキー］を押すと、【画

面Ｎｏ．２】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）
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10.5.4 プリントアウト印字例

不足電圧継電器試験（ＵＶＲ）データ ＡＵＴＯ試験の場合

6.UVR(ﾌｿｸ ﾃﾞﾝｱﾂ) TEST (AUTO) ←継電器の型名と、ＡＵＴＯ試験の

ｹｲﾃﾞﾝｷ ｶﾀﾒｲ:K2VU -H [OMRON] 区分

ｾｲﾃｲﾁ

V (ﾃﾞﾝｱﾂ ｾｲﾃｲ) = 60 V ←継電器の設定値内容を印字

T (ｼﾞｶﾝ ｾｲﾃｲ) = 0.1 s

ﾄﾞｳｻﾁ ﾊﾝﾃｲ

A:V(ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) =59.5V OK [5%] ←継電器の試験結果

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ A:動作電圧値試験

B:ﾃｲｶｸ V=110 V -> V×70%=42V B:動作時間試験

T = 0.098s OK [0.05s-0.15s]

トリップコード有りの場合

※ＣＢ連動（トリップコード有りの場合）

←Ｔ 動作時間＝継電器の接点の動作時間

TB= 0.043s ←ＴＢ動作時間＝ＣＢの動作時間

TC= 0.141S ←ＴＣ動作時間＝ Ｔ＋ＴＢ

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

【印字時間は、約３０秒】

内は試験結果である。
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10.6 不足電圧継電器ＭＡＮＵＡＬ試験設定例［オムロン製］

対応継電器 不足電圧継電器 Ｋ２ＶＵ－Ｈ

電圧整定（Ｖ）－６０ 動作時間整定（ｓ）－０．１

※上記の通りに継電器を設定したと想定し、下記説明を行います。

注意：［○○○キー］は、２３００形パネル面操作キーを意味します。

10.6.1 試験項目

(1) 動作電圧値試験－電圧整定値の１１０％の電圧から除々に電圧を降下させて継電器が

動作する電圧を求めます。

(2) 動作時間試験 －定格電圧から電圧整定値の７０％に急激に電圧を降下させて継電器が

動作する時間を求めます。

10.6.2 下図を参照し、電源コード・電圧出力コード・トリップコードを接続します。

－－－ 不足電圧継電器（ＵＶＲ） ＭＡＮＵＡＬ試験結線図 －－－

10.6.3操作方法

(1) 電源スイッチを投入すると、ＡＳＴ－２０ＯＯ形は、【画面Ｎｏ．１】を表示し、約

５秒後に【画面Ｎｏ．２】を表示します。

【画面Ｎｏ．１】

＊＊＊ ＡＳＴ－２０００ ケイテ゛ンキ シケンキ ＊＊＊

Ｖｅｒ １．００

（ ナイフ゛ イニシャル チュウ ）

ＭＵＳＡＳＨＩ



- 58 -

4140-000ST004

不足電圧継電器試験方法（ＭＡＮＵＡＬ試験）

【画面Ｎｏ．２】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）

(2) 周波数切換えスイッチにより、出力する電圧・電流周波数を設定します。切換えにより、

５０Ｈｚ選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ５０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯し、６０Ｈｚ

選択時は、パネル面のＦＲＥＱ ６０ＨｚのＬＥＤ（赤）が点灯します。

(3) ［ 移動キー］により、“ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押

すと、【画面Ｎｏ．３】が表示されます。

【画面Ｎｏ．３】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＤＧＲ （チラク ホウコウ）

Ｇ Ｒ （チラク カテ゛ンリュウ）

ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）

(4) ［ 移動キー］により、“ＯＶＲ／ＵＶＲ （カテ゛ンアツ／フソクテ゛ンアツ）”を

選択し、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．４】が表示されます。

【画面Ｎｏ．４】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

→ ＯＶＲ （カテ゛ンアツ）

ＵＶＲ （フソクテ゛ンアツ）

(5) ［ 移動キー］により、“ＵＶＲ（フソクテ゛ンアツ）”を選択し、［ＳＥＴキー］を

押すと、【画面Ｎｏ．５】が表示されます。

【画面Ｎｏ．５】

６．ＵＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝■ ６０ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ｓ

(6)ロータリーエンコーダにより、電圧整定（Ｖ）を入力します。

電圧整定が６０（Ｖ）の場合は、ロータリーエンコーダにより６０Ｖに設定し、

［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ａ】が表示されます。

Ｖ ［9ﾚﾝｼﾞ］＝60／65／70／75／80／85／90／95／100Ｖ
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【画面Ｎｏ．５Ａ】

６．ＵＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝ ６０ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝■０．１ ｓ

(7)ロータリーエンコーダにより、動作時間整定（ｓ）を入力します。

動作時間整定が０．１（ｓ）の場合は、ロータリーエンコーダにより０．１ｓに

設定し、［ 移動キー］を押すと、【画面Ｎｏ．５Ｂ】が表示されます。

［20ﾚﾝｼﾞ］Ｔ＝0.1／0.2／0.3／0.4／0.5／0.6／0.8／1.0／1.2／1.4

1.5／1.6／1.8／2.0／2.5／3.0／3.5／4.0／4.5／5.0ｓ
【画面Ｎｏ．５Ｂ】

６．ＵＶＲ（セッテイ） ＴＥＳＴ －→ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ｖ （ト゛ウサ テ゛ンアツ） ＝■ ６０ Ｖ

Ｔ （ト゛ウサ シ゛カン） ＝ ０．１ ｓ

、［ＢＡＣＫキー］により【画面Ｎｏ．２】の表試験する継電器の設定に相違がある場合は

示に戻り、継電器の整定値の変更を行い、再び［ＳＥＴキー］を押して、(3)～(7)までの操

作を繰り返し【画面Ｎｏ．５Ｂ】を表示させ相違の無いことを確認します。

(8) 試験する継電器の整定値に相違がない場合は、［ＳＥＴキー］を押すと、【画面Ｎｏ．

６】が約０．５秒後に表示されます。 【画面Ｎｏ．６】

６．ＵＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ ×１１０％ ＝ ６６．０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２．０ Ｖ

ト゛ウサ テ゛ンアツ Ｖ ＝ ０．０ Ｖ

(9) ［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、６６Ｖから電圧出力がスイープ（１秒間に１Ｖ）し、

継電器が動作した時の電圧を表示します。

圧 【画面Ｎｏ．６Ａ】Ａ：動作電 値試験中画面

６．ＵＶＲ（Ａ：ト゛ウサテ゛ンアツ） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

Ｖ ×１１０％ ＝ ６６．０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２．０ Ｖ

ト゛ウサ テ゛ンアツ Ｖ ＝ ５９．５ Ｖ

↓約１秒後【画面Ｎｏ．７】を表示します。 【画面Ｎｏ．７】

６．ＵＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） －→ ＳＴＡＲＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

テイカク Ｖ ＝ １１０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０００ ｓ
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(9)［ＳＴＡＲＴキー］を押すと、電圧が出力し、継電器が動作する時間を測定します。

【画面Ｎｏ．７Ａ】Ｂ：動作時間試験中画面

６．ＵＶＲ（Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン） （ＭＡＮＵＡＬ）

セッテイチ Ｖ ＝ ６０ Ｖ Ｔ ＝ ０．１ ｓ

テイカク Ｖ ＝ １１０ Ｖ －→ Ｖ × ７０％ ＝ ４２ Ｖ

ト゛ウサシ゛カンＴ ＝ ０．０９８ ｓ

｜
↓約１秒後【画面Ｎｏ．８】を表示します。 【画面Ｎｏ．８】

６．ＵＶＲ（フソクテ゛ンアツ） ハンテイ －→ ＳＥＴ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン Ｖ ＝ ５９．５ Ｖ

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン Ｔ ＝ ０．０９８ ｓ

フ゜リント アウト シマスカ ？ Ｙ ｅｓ／Ｎｏ

(10) ［ 移動キー］により“Ｙｅｓ”を選択し、［ＳＥＴキー］を押すとプリントアウト

を行い【画面Ｎｏ．９】が表示されます。また、プリントアウトが終了すると【画面

Ｎｏ．８】に戻ります。

【画面Ｎｏ．９】

６．ＵＶＲ（フソクテ゛ンアツ） ハンテイ （ＭＡＮＵＡＬ）

Ａ：ト゛ウサチ シケン Ｖ ＝ ５９．５ Ｖ

Ｂ：ト゛ウサ シ゛カン Ｔ ＝ ０．０９８ ｓ

プリンター シュツリョク チュウ

(11) プリントアウトを行わない場合は、“Ｎｏ”を選択し,［ＳＥＴキー］を押すと、

【画面Ｎｏ．２Ａ】が表示されます。

【画面Ｎｏ．２Ａ】

ＴＥＳＴ ＭＯＤＥ （シケン モート゛） －→ ＳＥＴ

ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ （シ゛ト゛ウシケン）

→ ＭＡＮＵＡＬ ＭＯＤＥ （ハンシ゛ト゛ウシケン）
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10.6.4 プリントアウト印字例

不足電圧継電器試験（ＵＶＲ）データ ＭＡＮＵＡＬ試験の場合

6.UVR(ﾌｿｸ ﾃﾞﾝｱﾂ) TEST (MANUAL) ←継電器の型名と、ＭＡＮＵＡＬ試

ｾｯﾃｲﾁ 験の印字

V (ﾃﾞﾝｱﾂ ｾｲﾃｲ) = 60 V ←継電器の設定値内容を印字

T (ｼﾞｶﾝ ｾｲﾃｲ) = 0.1 s

ﾄﾞｳｻﾁ

A:V(ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) = 59.5V ←継電器の試験結果

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ A:動作電圧値試験

B:ﾃｲｶｸ V=110 V -> V×70%=42V B:動作時間試験

T= 0.098s

MEMO MUSASHI ←日付：場所：シリアル番号を

DATE : / / / 記入する。

PLACE :

ｼﾘｱﾙNO. :

内は試験結果である。
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11.1 エラーメッセージ

２３００形を使用し、画面上にエラーメッセージが表示されたら、この表を参考にチェック

してみて下さい。また、ここに記述された内容等でチェックし、対応できない場合には、表

紙に記述されている、お近くの営業所へご相談下さい。

エラーメッセージ 対策及びチェック

◆【画面No.20】が表示される場合◆

【画面No.20】

TEST MODE (ｼｹﾝ ﾓｰﾄﾞ)

RSｰ232C ｺｰﾄﾞｦ ｾﾂｿﾞｸｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ

☆予想される原因☆

①ＲＳ２３２Ｃコードが正しく接続されていない ①②もう一度、ＲＳ２３２Ｃコードの接続

②ＲＳ２３２Ｃコードが接続されていない。 を確認して下さい。

③ＲＳ２３２Ｃコードが断線している。 ③お近くの営業所にご相談下さい。

◆【画面No.21】が表示される場合◆

【画面No.21】

TEST MODE (ｼｹﾝ ﾓｰﾄﾞ)

ｺﾉ ｼｹﾝｷ ﾃﾞﾊ ｼｹﾝ ﾃﾞｷﾏｾﾝ

①もう一度、継電器の型名をチェックして

☆予想される原因☆ 下さい。

①Ｋ２ＣＡ－ＨＶ及びＫ２ＣＡ－ＨＣの継電器が ◎対応継電器（ＯＭＲＯＮ）

が接続されている。 (1)Ｋ２ＧＳ－Ｈ［ＺＰＣ地絡方向］

ＯＣＲ（過電流）継電器が接続されている。 (2)Ｋ２ＧＦ－Ｈ［ＧＰＴ地絡方向］

(3)Ｋ２ＶＵ－Ｈ［ＵＶＲ不足電圧］

(4)Ｋ２ＶＡ－Ｈ［ＯＶＲ過電圧］

◆【画面No.22】が表示される場合◆

【画面No.22】

TEST MODE (ｼｹﾝ ﾓｰﾄﾞ)

ｹｲﾃﾞﾝｷﾆ ﾃﾞﾝｹﾞﾝｶﾞ ｷﾃｲﾏｾﾝ

☆予想される原因☆

①補助電源コードが接続されていない。 ①②もう一度、接続を確認し、電流出力コ

②補助電源コードの先端が継電器に接続されてい ードを正しく接続して下さい。

いない。

③補助電源コードが断線している。 ③お近くの営業所にご相談して下さい。
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エラーメッセージ 対策及びチェック

◆【画面No.23】が表示される場合◆

【画面No.23】

TEST MODE (ｼｹﾝ ﾓｰﾄﾞ)

ｹｲﾃﾞﾝｷﾆ ﾃﾞﾝｹﾞﾝｶﾞ ｷﾃｲﾏｾﾝ

☆予想される原因☆

①電圧出力コードが接続されていない。 ①②もう一度、接続を確認し、電圧出力

②電圧出力コードの先端が継電器に接続されてい コードを正しく接続して下さい。

ない。

③電圧出力コードが断線している。 お近くの営業所にご相談して下さい。③

◆【画面No.24】及び【画面No.25】が

交互に表示される場合◆

【画面No.24】

1.DGR(ZPC ﾁﾗｸﾎｳｺｳ) ﾊﾝﾃｲ - SET (AUTO)→
A:I0 ( OK ) C:P( OK ) D: ( OK )
B:VO ( OK ) C:P( OK ) E:T( OK )

ﾌﾟﾘﾝﾀｰﾉ ｶﾐｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ

↑
↓ 【画面No.25】

1.DGR(ZPC ﾁﾗｸﾎｳｺｳ) ﾊﾝﾃｲ - SET (AUTO)→
A:I0 ( OK ) C:P( OK ) D: ( OK )
B:VO ( OK ) C:P( OK ) E:T( OK )

ｶﾐｦ ｾｯﾄｼ SETｷｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

☆予想される原因☆

①プリンター内に記録紙がありません。 ①4.2項記録紙の交換を参照し、記録紙を

挿入し、再度［ＳＥＴキー］を押します

◎記録紙の入手についての問い合せは、

お近くの営業所にご相談下さい。

◆【画面No.26】及び【画面No.27】が

交互に表示される場合◆ ①4.2項記録紙の交換を参照し、記録紙を

【画面No.26】 挿入し、再度［ＳＥＴキー］を押します
◎記録紙の入手についての問い合せは、

<<< ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ｴﾗｰ >>> お近くの営業所にご相談下さい。

ﾌﾟﾘﾝﾀｰﾉ ｶﾐｶﾞ ﾅｸﾅﾘﾏｼﾀ ◎ＭＧタイプロール紙◎
ｶﾐｦ ｾｯﾄｼ SETｷｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 製品 No.8127-008

形状 ロール式感熱紙
☆予想される原因☆ 全長 ２５ｍ

①プリンター内の記録紙が印字中に、なくなりま セット ５巻１組

した。
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エラーメッセージ 対策及びチェック

◆【画面No.28】【画面No.29】【画面No.30】が

表示された場合。

【画面No.28】

1.DGR(ZPC E:ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝ ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ T = 0.2 s V0×150% = 114 V

P = 0 ゜ I0×130% = 0.13 A
T = ????? s

【画面No.29】

5.OVR(B:ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝ ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 115 V T = 0.1 s
V × 0% = 0 V → V ×120% = 138 V

ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝ T = ????? s

【画面No.30】

6.UVR(B:ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝ ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 60 V T = 0.1 s
ﾃｲｶｸ V = 110 V → V × 90% = 54 V

ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝT = ????? s

☆予想される原因☆

①“ＡＵＴＯ ＭＯＤＥ”でトリップコードを ①２３００形は、トリップコードを接続す

２３００形に接続し、クリップ側を開放にし ると、継電器が動作する時間計測をした

た状態で試験を行った。 後、トリップコードの先端が変化した時

の時間計測を行います。

トリップコードの先端をＣＢ等の接点に

接続して下さい。

②継電器が不良である。 ②継電器が不良です。
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エラーメッセージ 対策及びチェック

◆プリンターの調子がおかしい。

☆予想される原因☆

①２３００形、内部のコンピューターが誤動作 ①②［ＦＥＥＤキー］を押しながら、電源

をしている。 スイッチを“ＯＮ”にして下さい。

②プリンターが故障した。 注意：表示バックアップ中以外の時。

この時、下記表示の印字を行うことを

確認します。下記表示の印字を行わない

時は、お近くの営業所にご相談下さい。

－－プリンターチェック印字例－－
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エラーメッセージ 対策及びチェック

◆電源スイッチ“ＯＦＦ”後、各【画面No.??】

が、表示されない。（バックアップしない。）

【画面No.??】

☆予想される原因☆

①２３００形内部のバックアップ用電池が充電 ①２３００形内部のバックアップ用電池の

されていない。 充電は、電源スイッチが“ＯＮ”の時に

自動で充電される用に設計されています

が、長期間使用していないと電池が自然

放電してしまいますので、使用する際は

電源スイッチを“ＯＮ”にして、約１０

分間内蔵電池の充電を行います。

◎上記、内蔵電池の充電を行ってもバック

アップを行なわない場合は、お近くの

営業所にご相談下さい。

②２３００形内部のバックアップ用電池が壊れ ②お近くの、営業所にご相談下さい。

た。

◆【画面No.31】が表示される場合

【画面No.31】

1.DGR(ZPC E:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (AUTO)

ｵｰﾊﾞｰ ﾋｰﾄ
ｵｰﾊﾞｰ ﾋｰﾄ ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

☆予想される原因☆

①電圧アンプ・電流アンプの放熱器の温度が ①そのままの状態で、放熱器の温度が冷却

６０度以上に達したと考えられます。 されるまで待ちます。

（約１０分位）
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１２．セキュリティー・システム

12.1 セキュリティー・システム

試験中試験物に異常が生じた場合に、２３００形は、本体を保護する為に、セキュリティ

・システムとして、上限値及び下限値を超過した場合、電圧・電流出力を停止します。

下記の様なことを装備しています。

(1) 動作電流値試験中

設定電流値の８０％からスイープし、上限値は整定電流値の１２０％を限度としています。

1.DGR(ZPC A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ I0= 0.1 A V0×150% = 114 V
I0×80% =0.08 A → I0×120% = 0.12 A
P= 0 ゜ ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ I0=????? A ←整定電流値の１２０％を越えた場合

2.DGR(GPT A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ I0= 0.1 A V0×150% = 7.5 V
I0×80% =0.08 A → I0×120% = 0.12 A
P= 0 ゜ ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ I0=????? A ←整定電流値の１２０％を越えた場合

3.DGR(I-I A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ I0= 0.2 A V0×150% =0.108 A
I0×80% =0.16 A → I0×120% = 0.24 A
P= 0 ゜ ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ I0=????? A ←整定電流値の１２０％を越えた場合

4.GR(A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ I0= 0.2 A
I0×80% = 0.16 A → I0×120% = 0.24 A

ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝﾘｭｳ I0=????? A ←整定電流値の１２０％を越えた場合

(2) 動作電圧値試験中

設定電流値の７０％からスイープし、上限値は整定電圧値の１３０％を限度としています。

1.DGR(ZPC B:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V0= 95 V I0×150% = 0.15 A
V0×70% = 67 V → V0×130% = 99 V
P = 0 ゜ ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ V0=????? V ←整定電圧値の１３０％を越えた場合

2.DGR(GPT B:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V0= 5 V I0×150% = 0.3 A
V0×70% = 3.5 V → I0×130% = 6.5 V
P = 0 ゜ ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ V0=????? V ←整定電圧値の１３０％を越えた場合

設定電圧値の９０％からスイープし、上限値は整定電圧値の１１０％を限度としています。

5.OVR(A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 120 V T = 0.2 s
V ×90% = 108 V → V×110% = 132 V

ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ V =????? V ←整定電圧値の１１０％を越えた場合

設定電圧値の１１０％からスイープし、下限値は整定電圧値の７０％を限度としています。

6.UVR(A:ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 60 V T = 0.2 s
V×110% = 66.0 V → V× 70% = 54 V

ﾄﾞｳｻﾃﾞﾝｱﾂ V =????? V ←整定電圧値の７０％以下の場合



- 68 -

4140-000ST004

ｾｷｭﾘﾃｨｰ･ｼｽﾃﾑ

(3) 位相特性試験中

進み位相の場合、＋１８０゜から移相をスイープし、下限値の＋０゜を限度としています。

遅れ位相の場合、－１２０゜から移相をスイープし、下限値の－０゜を限度としています。

1.DGR(ZPC C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ P= +120 ゜ V0×150% = 114 V
P(start)= +180 ゜ → P(end) = + 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｽｽﾐ ｲｿｳ P= ????? ゜ ←位相計指示が＋０゜を越えた場合

1.DGR(ZPC C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ P= - 60 ゜ V0×150% = 114 V
P(start)= -120 ゜ → P(end) = - 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｵｸﾚ ｲｿｳ P = ????? ゜ ←位相計指示が－０゜を越えた場合

2.DGR(GPT C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ P= +140 ゜ V0×150% = 7.5 V
P(start)= +180 ゜ → P(end) = + 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｽｽﾐ ｲｿｳ P = ????? ゜ ←位相計指示が＋０゜を越えた場合

2.DGR(GPT C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ P= - 40 ゜ V0×150% = 7.5 V
P(start)= -120 ゜ → P(end) = - 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｵｸﾚ ｲｿｳ P = ????? ゜ ←位相計指示が－０゜を越えた場合

3.DGR(I-I C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ P= +120 ゜ V0×150% = 0.108 A
P(start)= +180 ゜ → P(end) = + 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｽｽﾐ ｲｿｳ P = ????? ゜ ←位相計指示が＋０゜を越えた場合

3.DGR(I-I C:ﾄﾞｳｻｲｿｳ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ P= - 60 ゜ V0×150% = 0.108 A
P(start)= -120 ゜ → P(end) = - 0 ゜
I0×1000%=1.00 A ｵｸﾚ ｲｿｳ P = ????? ゜ ←位相計指示が－０゜を越えた場合

(4) 動作時間特性試験中

電圧及び電流出力の最大通電時間は、１０秒間とします。

1.DGR(ZPC E:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ T = 0.2 s V0×150%= 114 V

P = 0 ゜ I0×130%= 0.13 A
T = ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合

2.DGR(GPT E:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ T = 0.2 s V0×150%= 7.5 V

P = 0 ゜ I0×130%= 0.13 A
T = ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合
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3.DGR(I-I E:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ T= 0.2 s V0×150%=0.108 A

P= 0 ゜ I0×130%= 0.26 A
T = ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合

4.GR(C:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ T = s

I0×130% =0.26 A
T1= ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合

4.GR(C:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (MANUAL)
ｾｯﾃｲﾁ T = s

I0×400% =0.80 A
T2= ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合

5.OVR(B:ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 115 V T = 0.2 s
V × 0% = 0 V → V×120% = 144 V

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝ T = ???? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合

5.UVR(B:ﾄﾞｳｻ ｼﾞｶﾝ) (AUTO)
ｾｯﾃｲﾁ V = 115 V T = 0.2 s
V × 0% = 0 V → V×120% = 54 V

ﾄﾞｳｻｼﾞｶﾝT = ????? s ←１０秒を経過しても継電器が動作

しなかった場合
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１３．免責事項について

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、

測定器です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による

感電事故、被測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第6章 第59条、第60条及び第60

条の2に定められた安全衛生教育を実施してください。

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、

電気機器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、

被測定物に万一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事

故損害については責任を負いかねます。

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。

また、本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、

お客様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は

一切責任を負いません。

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関

して、弊社は一切責任を負いません。

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載

のない条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関

して、弊社は一切責任を負いません。

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。
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